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〜
商
業
銀
行
と
投
資
銀
行
の
分
離
論
を
め
ぐ
っ
て
〜

英
銀
行
独
立
委
員
会
が
推
進
す
る
銀
行
構
造
改
革

漆

畑

春

彦

は
じ
め
に

二
〇
一
〇
年
五
月
一
一
日
、
英
国
で
は
保
守
党
の
デ
ィ
ビ
ッ
ド
・
キ
ャ
メ
ロ
ン
党
首
を
首
相
、
自
由
民
主
党
の
ニ
ッ
ク
・
ク
レ
ッ
グ
党

首
を
副
首
相
と
す
る
連
立
政
権
（
以
下
「
キ
ャ
メ
ロ
ン
政
権
」）が
誕
生
し
た
。
保
守
・
自
由
民
主
両
党
は
、
前
労
働
党
政
権
（
ブ
ラ
ウ
ン

政
権
）
下
で
行
わ
れ
た
金
融
行
政
や
金
融
監
督
体
制
に
か
ね
て
よ
り
批
判
的
で
あ
り
、
市
場
で
は
新
政
権
が
ど
の
よ
う
な
金
融
改
革
案
を

は
じ
め
に

第
一
章

前
労
働
党
政
権
に
お
け
る
商
業
銀
行
・
投
資
銀

行
分
離
論

第
二
章

Ｉ
Ｃ
Ｂ
討
議
報
告
書
の
公
表

〜
規
制
改
革
に
向
け
た
政
策
オ
プ
シ
ョ
ン
〜

第
三
章

最
終
報
告
書
の
公
表

第
四
章

英
政
府
・
議
会
の
対
応

お
わ
り
に
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提
示
す
る
か
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
た
。

同
年
六
月
二
二
日
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
オ
ズ
ボ
ー
ン
財
務
相
が
発
表
し
た
金
融
改
革
案
の
柱
は
、
第
一
に
英
国
の
主
た
る
金
融
監
督
当
局
で

あ
る
「
金
融
サ
ー
ビ
ス
機
構
（U

K
−
FSA

・Financial
Services

A
uthority

）」を
廃
止
し
、
金
融
監
督
の
権
限
を
中
央
銀
行
で
あ
る
「
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
銀
行
（B

O
E

・Bank
of
E
ngland

）」に
集
中
さ
せ
る
こ
（
１
）と
で
あ
り
、
第
二
に
「
銀
行
業
務
に
関
す
る
独
立
委
員
会
（IC

B

・

Independent
C
om
m
ission

on
B
anking

・
以
下
「
独
立
銀
行
委
員
会
」）」を
設
置
し
そ
こ
で
の
検
討
を
経
て
、
金
融
危
機
後
の
あ
る
べ
き

銀
行
構
造
や
金
融
シ
ス
テ
ム
の
再
構
築
を
図
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

前
者
は
、前
政
権
下
の
Ｂ
Ｏ
Ｅ
、Ｕ
Ｋ
-Ｆ
Ｓ
Ａ
、財
務
省
の
三
者
に
よ
る
い
わ
ゆ
る「
ト
ラ
パ
タ
イ
ト
・
シ
ス
テ
ム（tripartite

system

）」

に
よ
り
、
金
融
危
機
へ
の
当
局
対
応
が
遅
れ
、
金
融
シ
ス
テ
ム
の
回
復
に
支
障
を
き
た
し
た
こ
と
に
鑑
み
提
示
さ
れ
た
金
融
監
督
体
制
の

大
幅
改
編
で
あ
る
。
金
融
シ
ス
テ
ム
の
安
定
維
持
に
向
け
、
「
マ
ク
ロ
及
び
ミ
ク
ロ
レ
ベ
ル
の
金
融
監（
２
）督」
の
権
限
を
Ｂ
Ｏ
Ｅ
に
集
中
さ

せ
、
迅
速
で
効
果
的
な
対
策
を
行
う
こ
と
を
企
図
し
て
い
る
。
ト
ラ
パ
タ
イ
ト
・
シ
ス
テ
ム
の
下
で
は
、
各
当
局
の
責
任
や
権
限
が
必
ず

し
も
明
確
で
は
な
く
、
金
融
シ
ス
テ
ム
全
体
の
監
視
に
関
す
る
相
互
連
携
が
不
十
分
に
な
ら
ざ
る
を
得
ず
、
危
機
的
状
況
に
迅
速
な
対
応

が
で
き
な
か
っ（
３
）た。

後
者
の
独
立
銀
行
委
員
会
（
Ｉ
Ｃ
Ｂ
）
は
、
Ｂ
Ｏ
Ｅ
の
チ
ー
フ
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
や
英
公
正
取
引
委
員
会
委
員
長
を
歴
任
し
た
ジ
ョ
ン
・

ヴ
ィ
ッ
カ
ー
ズ

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
教
授
を
委
員
長
に
据
え
、
四
名
の
委（
４
）員を
メ
ン
バ
ー
と
し
て
六
月
一
六
日
に
設
置
が
発
表
さ

れ
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｂ
の
目
的
は
、
金
融
危
機
の
再
発
防
止
、
ま
た
危
機
が
再
発
し
た
場
合
に
、
金
融
シ
ス
テ
ム
へ
の
悪
影
響
を
抑
え
な
が
ら
、

実
態
経
済
へ
の
信
用
供
給
や
預
金
、
支
払
・
決
済
と
い
っ
た
当
該
シ
ス
テ
ム
が
持
つ
、
国
民
生
活
に
不
可
欠
な
基
本
的
機
能
を
維
持
で
き

る
制
度
的
環
境
を
整
え
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
れ
は
、
金
融
危
機
以
前
に
過
剰
な
リ
ス
ク
テ
イ
ク
を
行
っ
た
銀
行
自
体
の
組
織
・
業
務
構
造

を
改
め
る
こ
と
を
伴
う
が
、
同
時
に
銀
行
の
「
分
割
・
清
算
可
能
性
（resolvability
）」を
高
め
て
、
そ
れ
が
破
綻
状
態
に
陥
っ
た
際
に
迅
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速
な
破
綻
処
理
を
可
能
と
す
る
こ
と
で
、
金
融
危
機
が
再
発
し
た
際
の
コ
ス
ト
を
削
減
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
得（
５
）る。

Ｉ
Ｃ
Ｂ
は
発
足
以
降
、
国
民
生
活
に
必
要
不
可
欠
な
預
金
・
決
済
業
務
を
擁
す
る
リ
テ
ー
ル
銀
行
部
門
と
高
リ
ス
ク
で
収
益
変
動
の
激

し
い
投
資
銀
行
部
門
を
同
じ
金
融
グ
ル
ー
プ
内
に
お
か
ず
分
離
・
分
割
す
る
こ
と
の
是
非
な
ど
、
金
融
危
機
に
伴
い
顕
在
化
し
た
諸
問
題

へ
の
対
応
策
を
検
討
し
て
き
た
。
一
年
以
上
に
及
ぶ
検
討
を
経
て
二
〇
一
一
年
九
月
に
は
最
終
報
告
書
を
公
表
し
、
英
国
の
あ
る
べ
き
銀

行
構
造
改
革
を
提
示
し
た
が
、
そ
の
内
容
は
英
金
融
機
関
の
組
織
構
造
や
経
営
戦
略
に
大
幅
な
転
換
を
迫
る
も
の
で
あ
っ
た
。
本
稿
で
は
、

英
キ
ャ
メ
ロ
ン
政
権
が
進
め
る
金
融
規
制
改
革
の
う
ち
、Ｉ
Ｃ
Ｂ
の
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
概
観
し
、上
記
最
終
報
告
書
で
提
示
さ
れ
た
政
策

提
案
が
金
融
機
関
経
営
や
金
融
市
場
に
与
え
得
る
影
響
、
英
金
融
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
意
義
に
つ
い
て
、
若
干
の
見
解
を
述
べ
て
み
た
い
。

第
一
章

前
労
働
党
政
権
に
お
け
る
商
業
銀
行
・
投
資
銀
行
分
離
論

一

英
金
融
当
局
の
タ
ー
ナ
ー
レ
ビ
ュ
ー

米
国
と
並
ぶ
世
界
最
大
級
の
か
つ
国
際
金
融
の
先
端
を
行
く
ロ
ン
ド
ン
市
場
を
擁
し
、
金
融
危
機
の
際
に
は
リ
ー
マ
ン
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
・

ロ
ン
ド
ン
拠
点
の
破
綻
処
理
に
膨
大
な
労
力
を
払
っ
た
こ
と
か
ら
、
二
〇
〇
八
年
秋
の
金
融
危
機
以
降
、
英
国
は
他
国
に
先
駆
け
て
独
自

の
金
融
規
制
を
検
討
・
導
入
し
て
き
た
。

前
労
働
党
政
権
下
の
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
、
当
時
の
ア
リ
ス
タ
ー
・
ダ
ー
リ
ン
グ
財
務
相
は
、
金
融
サ
ー
ビ
ス
機
構
（
Ｕ
Ｋ
-Ｆ
Ｓ
Ａ
）

の
ア
デ
ア
・
タ
ー
ナ
ー
長
官
に
対
し
、
金
融
危
機
後
の
金
融
規
制
の
あ
り
方
に
関
す
る
報
告
書
の
作
成
を
要
請
、
二
〇
〇
九
年
三
月
に

Ｕ
Ｋ
-Ｆ
Ｓ
Ａ
は
「
タ
ー
ナ
ー
レ
ビ
ュ
ー
（T

he
T
urner

R
eview

）（
６
）」を
公
表
し
た
。
タ
ー
ナ
ー
レ
ビ
ュ
ー
は
、
金
融
危
機
後
の
同
国
に
お

け
る
金
融
規
制
改
革
の
基
盤
を
な
す
の
み
な
ら
ず
、
現
在
に
至
る
ま
で
主
要
各
国
の
制
度
見
直
し
に
影
響
を
与
え
た
重
要
な
政
策
提
言
書
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で
あ
る
。
金
融
危
機
の
要
因
を
分
析
し
た
上
で
、
銀
行
の
自
己
資
本
・
流
動
性
規
制
や
破
綻
処
理
制
度
、
格
付
会
社
規
制
、
金
融
機
関
の

報
酬
規
制
、
金
融
監
督
体
制
と
い
っ
た
様
々
な
規
制
項
目
に
つ
い
て
三
二
の
提
言
を
行
っ
て
い
る
。

タ
ー
ナ
ー
レ
ビ
ュ
ー
は
、
金
融
危
機
の
要
因
の
一
つ
と
し
て
、
複
雑
で
高
い
レ
バ
レ
ッ
ジ
を
伴
う
金
融
仲
介
機
能
、
複
雑
な
証
券
化
の

拡
大
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
高
リ
ス
ク
の
金
融
取
引
を
市
場
に
も
た
ら
し
た
が
、
そ
れ
を
主
導
し
た
の
は
、
金
融
当
局
か
ら
厳
格

に
監
督
さ
れ
る
通
常
の
銀
行
と
い
う
よ
り
も
、
投
資
銀
行
（
証
券
会
社
）
や
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
、
証
券
化
に
従
事
す
る
特
殊
な
運
用
会
社

と
い
っ
た
い
わ
ゆ
る
「
影
の
銀
行
（
シ
ャ
ド
ー
バ
ン
ク
〔shadow

banks

〕）（
７
）」で
あ
っ
た
。
タ
ー
ナ
ー
レ
ビ
ュ
ー
は
対
応
策
と
し
て
、
伝

統
的
な
商
業
銀
行
と
高
リ
ス
ク
の
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
業
務
を
行
う
投
資
銀
行
（investm

ent
bank

（
８
）

s

）
の
分
離
、
つ
ま
り
リ
テ
ー
ル
預
金
と

い
う
国
民
の
重
要
な
財
産
を
管
理
す
る
通
常
の
銀
行
と
資
本
市
場
を
活
動
の
場
と
す
る
投
資
銀
行
は
異
質
な
も
の
と
し
て
、
分
離
を
含
め

た
両
者
の
適
切
な
関
係
を
検
討
す
る
必
要
性
を
提
起
し
て
い
る
。

そ
こ
で
は
、
金
融
機
関
の
高
リ
ス
ク
取
引
を
抑
制
す
る
方
法
の
一
つ
と
し
て
、
預
貸
金
や
決
済
と
い
っ
た
国
民
生
活
に
不
可
欠
な
業
務

を
専
業
と
す
る
「
ナ
ロ
ー
バ
ン
ク
（narrow

bank
）（
９
）」の
導
入
を
含
め
検
討
し
て
い
る
が
、
結
局
部
門
の
分
離
と
い
う
形
で
高
リ
ス
ク
取

引
を
直
接
遮
断
す
る
の
で
は
な
く
、
自
己
資
本
規
制
や
流
動
性
規
制
の
強
化
な
ど
を
通
じ
て
監
督
当
局
が
監
視
し
こ
う
し
た
取
引
の
抑
制

を
図
る
と
い
う
ス
タ
ン
ス
を
提
示
す
る
に
留
ま
っ
た
。
タ
ー
ナ
ー
レ
ビ
ュ
ー
は
そ
の
根
拠
と
し
て
、
一
つ
の
金
融
グ
ル
ー
プ
の
傘
下
に
あ

る
商
業
銀
行
部
門
と
投
資
銀
行
部
門
は
業
務
上
の
連
関
性
が
高
く
両
部
門
の
分
離
は
現
実
的
で
は
な
い
こ
と
や
、
個
人
・
企
業
の
多
様
な

金
融
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
に
は
、
大
規
模
で
総
合
金
融
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
金
融
機
関
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
あ
げ
て
い
る
。

二

協
議
文
書

C
P09/4

Ｕ
Ｋ
-Ｆ
Ｓ
Ａ
は
、
二
〇
〇
九
年
一
〇
月
に
公
表
し
た
協
議
文
書
（C

P09/4

（
１０
））で
も
、
ナ
ロ
ー
バ
ン
ク
制
度
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
い
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る
。
他
の
金
融
業
務
と
切
り
離
さ
れ
る
ナ
ロ
ー
バ
ン
キ
ン
グ
は
、
業
務
を
ど
こ
で
線
引
き
す
る
か
に
よ
っ
て
様
々
な
形
態
を
と
る
と
し
、

㈠
預
金
保
険
で
保
護
さ
れ
る
リ
テ
ー
ル
預
金
及
び
決
済
サ
ー
ビ
ス
を
専
業
と
し
、
全
て
の
リ
テ
ー
ル
預
金
が
一
〇
〇
％
無
リ
ス
ク
の
政
府

債
に
投
資
さ
れ
る
の
を
理
想
と
す
る
「
究
極
の
ナ
ロ
ー
バ
ン
キ
ン
グ
（extrem

e
narrow

banking

）」、
㈡
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
や
一
定
の
貸

出
業
務
が
制
限
さ
れ
る
英
国
の
住
宅
金
融
組
合
や
米
国
の
貯
蓄
金
融
機
関
（
Ｓ
＆
Ｌ
）
の
よ
う
な
「
中
間
的
な
ナ
ロ
ー
バ
ン
キ
ン
グ

（interm
ediate

narrow
banking

）」、
㈢
米
グ
ラ
ス
・
ス
テ
ィ
ー
ガ
ル
法
（G

lass-SteagallA
ct

・
一
九
三
三
年
連
邦
銀
行
法
）
の
銀
行

・
証
券
分
離
規
制
の
よ
う
な
「
商
業
銀
行
と
投
資
銀
行
の
分
離
（separating

com
m
ercial

from
investm

ent
banking

）」の
三
ケ
ー
ス
を

示
し
、
各
々
の
導
入
可
能
性
を
検
討
し
て
い
る
。
上
記
㈡
は
現
在
も
存
在
す
る
が
、
㈠
は
現
実
性
に
乏
し（

１１
）いこ
と
、
㈢
に
つ
い
て
は
商
業

銀
行
・
投
資
銀
行
が
密
接
に
関
わ
る
現
代
の
金
融
業
務
で
は
両
者
の
線
引
き
が
難
し
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
㈠
及
び
㈢
の
妥
当
性
の
判
断
は

「
今
後
の
課
題
」
と
し
て
い
る
。

な
お
、C

P09/4

は
、
「
金
融
機
関
破
綻
の
可
能
性
を
ゼ
ロ
と
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
望
ま
し
く
も
な
い
」
と
し
、
金
融
機
関
が

破
綻
の
危
機
に
あ
る
場
合
に
と
る
べ
き
戦
略
と
し
て
、
「
再
生
・
破
綻
処
理
計
画
（R

R
P

・recovery
and
resolution

plan

）」の
策
定
や
金

融
機
関
破
綻
処
理
の
法
的
手
続
き
の
簡
素
化
な
ど
を
あ
げ
て
い
る
。
Ｒ
Ｒ
Ｐ
は
、
金
融
機
関
が
将
来
破
綻
状
態
に
陥
っ
た
場
合
、
秩
序
だ

っ
た
破
綻
処
理
を
可
能
と
す
る
た
め
、
事
業
の
分
割
・
売
却
・
縮
小
、
契
約
関
係
の
整
理
な
ど
破
綻
処
理
手
続
き
や
破
綻
手
続
き
中
の
預

貸
金
・
決
済
と
い
っ
た
事
業
の
継
続
方
法
に
関
す
る
対
策
を
、
当
局
が
平
時
の
う
ち
に
あ
ら
か
じ
め
策
定
し
て
お
く
計
画
を
い（

１２
）う。

タ
ー
ナ
ー
レ
ビ
ュ
ー
は
、
い
わ
ゆ
る
「
大
き
す
ぎ
て
つ
ぶ
せ
な
い
（too-big-too-fail

）」原
則
に
従
い
、
大
規
模
金
融
機
関
を
破
綻
さ

せ
な
い
よ
う
に
極
力
規
制
・
監
督
を
強
化
す
る
と
い
う
従
来
型
の
考
え
方
を
と
っ
て
い
た
の
に
対
し
、C

P09/4

は
Ｒ
Ｒ
Ｐ
や
破
綻
処
理
法

制
の
整
備
な
ど
を
通
じ
、
「
大
き
く
て
も
つ
ぶ
せ
る
」
よ
う
な
制
度
的
枠
組
み
を
構
築
し
て
、
金
融
機
関
の
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
（
過
度
に

リ
ス
ク
テ
イ
ク
し
て
自
ら
が
破
綻
し
て
も
、
政
府
が
公
的
資
金
を
投
入
し
て
救
済
し
て
く
れ
る
と
考
え
る
よ
う
な
倫
理
の
欠
如
）
を
回
避
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す
る
と
い
う
考
え
方
に
立
っ
て
い
る
。

二
〇
〇
八
年
九
月
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
は
、
世
界
の
経
済
や
金
融
市
場
に
甚
大
な
混
乱
を
も
た
ら
し
、
そ
の
安
定
は
著
し
く
損
な
わ

れ
た
。
ま
た
、
欧
米
の
大
規
模
金
融
機
関
の
多
く
が
公
的
資
金
（
国
民
の
税
金
）
の
注
入
に
よ
り
救
済
さ
れ
る
と
そ
れ
が
政
治
・
社
会
的

問
題
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
経
緯
か
ら
、
「
大
き
す
ぎ
て
つ
ぶ
せ
な
い
」
あ
る
い
は
「
複
雑
す
ぎ
て
つ
ぶ
せ
な
い
（too-com

plex-to-fail

）」

金
融
機
関
の
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
防
止
が
重
要
な
関
心
事
項
と
な
っ
た
。
金
融
危
機
前
は
、
「
大
き
す
ぎ
て
つ
ぶ
せ
な
い
」
の
認
識
の
下
、

大
規
模
金
融
機
関
が
破
綻
し
た
場
合
は
政
府
が
国
民
の
税
金
に
よ
っ
て
資
金
支
援
し
救
済
す
る
こ
と
が
暗
黙
の
了
解
事
項
だ
っ
た
が
、
こ

れ
が
金
融
機
関
の
過
度
な
リ
ス
ク
テ
イ
ク
の
一
因
と
な
っ
た
と
の
認
識
に
立
ち
、
危
機
後
、
国
民
の
負
担
に
よ
る
こ
と
な
く
「
大
き
く
て

も
つ
ぶ
せ
る
」
制
度
的
枠
組
み
を
構
築
す
る
方
向
に
転
換
が
図
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

第
二
章

Ｉ
Ｃ
Ｂ
討
議
報
告
書
の
公
表

〜
規
制
改
革
に
向
け
た
政
策
オ
プ
シ
ョ
ン
〜

前
労
働
党
ブ
ラ
ウ
ン
政
権
下
で
金
融
サ
ー
ビ
ス
機
構
（
Ｕ
Ｋ
-Ｆ
Ｓ
Ａ
）
が
公
表
し
た
タ
ー
ナ
ー
レ
ビ
ュ
ー
は
、
商
業
銀
行
・
投
資
銀

行
の
分
離
論
を
取
り
上
げ
た
が
、
そ
の
実
行
可
能
性
に
疑
問
を
呈
し
、
そ
の
半
年
後
に
公
表
さ
れ
たC

P09/4

も
、
部
門
分
割
論
の
是
非
に

つ
い
て
は
結
論
を
先
送
り
し
た
。
し
か
し
、
二
〇
一
〇
年
五
月
六
日
に
行
わ
れ
た
英
国
総
選
挙
に
お
い
て
労
働
党
が
敗
れ
、
同
月
一
一
日

に
保
守
党
・
自
由
民
主
党
の
連
立
政
権
が
発
足
す
る
と
、
商
業
銀
行
・
投
資
銀
行
の
分
離
に
向
け
た
議
論
は
大
き
く
前
進
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
保
守
党
は
、
二
〇
一
〇
年
初
頭
に
米
政
府
が
打
ち
出
し
た
新
規
制
案
「
ボ
ル
カ
ー
・
ル
ー
ル
（V

olcker
R
ule

）」を
国
際
的
に
導

入
す
る
こ
と
を
選
挙
公
約
と
し
て
お
り
、
商
業
銀
行
・
投
資
銀
行
を
分
離
す
る
可
能
性
を
含
め
、
預
金
・
決
済
業
務
を
投
資
銀
行
業
務
の

リ
ス
ク
か
ら
遮
断
す
る
必
要
を
主
張
し
て
い
た
の
で
あ
る（「
ボ
ル
カ
ー
・
ル
ー
ル
」
の
詳
細
は
後
述
）。
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キ
ャ
メ
ロ
ン
政
権
は
、
政
権
発
足
直
後
に
政
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
連
立
政
権：

行
政
に
向
け
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
（T

he
C
oalition:

our

program
m
e
for
governm

ent

）」を
公
表
し
、
そ
の
政
策
の
一
つ
と
し
て
リ
テ
ー
ル
を
含
む
商
業
銀
行
と
投
資
銀
行
の
分
離
に
つ
い
て
独

立
し
た
委
員
会
を
設
置
し
て
検
討
を
行
う
こ
と
を
表
明
し
て
い
た
が
、
政
権
発
足
の
翌
月
一
六
日
に
は
「
独
立
銀
行
委
員
会
（
Ｉ
Ｃ
Ｂ
）」

が
設
置
さ
れ
、
こ
れ
を
含
む
様
々
な
金
融
規
制
項
目
が
議
論
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一

独
立
銀
行
委
員
会
が
提
示
し
た
政
策
オ
プ
シ
ョ
ン

Ｉ
Ｃ
Ｂ
は
、
二
〇
一
〇
年
に
七
月
九
日
に
第
一
回
会
合
を
開
催
し
て
以
降
、
ほ
ぼ
月
一
回
の
ペ
ー
ス
で
金
融
制
度
の
見
直
し
を
検
討
し

て
き
た
。
同
年
九
月
二
四
日
に
は
、
「
討
議
報
告
書
（Issues

Paper-C
all
for
evidence

）」を
公
表
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｂ
設
置
の
目
的
を
明
ら
か

に
し
、
具
体
的
な
検
討
項
目
及
び
当
該
問
題
の
解
決
に
向
け
た「
政
策
の
選
択
肢（reform

options

）」を
提
示
し
て
い
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｂ
が「
政

策
の
オ
プ
シ
ョ
ン
」
と
し
て
あ
げ
た
の
は
、
英
国
の
銀
行
構
造
改
革
に
関
す
る
項
目
と
し
て
、

㈠

銀
行
の
リ
テ
ー
ル
・
投
資
銀
行
部
門
の
分
離
・
分
割
、

㈡

ナ
ロ
ー
バ
ン
キ
ン（

１３
）グと
目
的
限
定
バ
ン
キ
ン
グ
（lim

ited-purpose
banking

）
の
導
入
、

㈢

自
己
勘
定
取
引
及
び
投
資
の
制
限
、

㈣

破
綻
処
理
計
画
（
リ
ビ
ン
グ
ウ
ィ
ル
）
や
破
綻
処
理
制
度
を
通
じ
た
「
組
織
の
分
離
・
分
割
（structual

separation

）」の
可
能
性

㈤

コ
ン
テ
ィ
ン
ジ
ェ
ン
ト
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
（contingent

capital
）、

㈥

構
造
に
関
連
し
た
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
、
の
六
つ
、

ま
た
市
場
構
造
に
関
す
る
項
目
と
し
て
、

㈦

市
場
集
中
の
緩
和
策
、
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㈧

市
場
イ
ン
フ
ラ
改
革
、
の
二
つ
で
あ
る
。

上
記
の
う
ち
い
く
つ
か
は
、
説
明
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
上
記
の
う
ち
㈡
の
「
目
的
限
定
バ
ン
キ
ン
グ
」
は
、
全
て
の
金
融
仲
介
を
、
受

益
証
券
を
発
行
す
る
投
資
信
託
を
通
じ
て
行
う
こ
と
で
あ（

１４
）る。
こ
の
場
合
、
全
て
の
貸
出
行
為
の
担
い
手
は
銀
行
で
は
な
く
投
資
信
託
で

あ
り
、
貸
出
債
権
は
証
券
化
さ
れ
投
資
家
が
こ
れ
を
購
入
す
る
。
投
資
信
託
は
、
各
々
の
フ
ァ
ン
ド
が
選
好
す
る
リ
ス
ク
・
リ
タ
ー
ン
に

応
じ
て
投
資
対
象
を
選
択
し
て
投
資
を
行
う
。
例
え
ば
、
高
リ
ス
ク
・
高
リ
タ
ー
ン
を
狙
う
投
信
は
モ
ー
ゲ
ー
ジ
や
商
業
貸
出
な
ど
に
、

安
全
運
用
を
重
視
す
る
投
信
は
国
債
や
高
格
付
け
社
債
な
ど
に
投
資
す
る
こ
と
に
な
る
。
一
方
、
個
人
の
預
金
口
座
は
マ
ネ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
・
フ
ァ
ン
ド
（
Ｍ
Ｍ
Ｆ
）
な
ど
に
代
替
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
「
金
融
仲
介
の
投
資
信
託
化
」
に
よ
り
、
銀
行
が
顧
客
か
ら
集
め
た
預
金

を
使
っ
て
高
リ
ス
ク
な
金
融
取
引
を
行
う
の
を
防
止
で
き
る
と
い
う
考
え
に
基
づ
い
て
い（

１５
）る。

㈢
は
、
「
英
国
版
ボ
ル
カ
ー
・
ル
ー
ル
」
と
も
い
う
べ
き
政
策
オ
プ
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
米
国
の
ボ
ル
カ
ー
・
ル
ー
ル
は
、
「
銀
行
事
業

体
（banking

entities

）（
１６
）」が
、
①
自
ら
、
自
己
の
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
勘
定
に
計
上
す
る
た
め
に
行
う
証
券
・
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
・
商
品
先
物

・
オ
プ
シ
ョ
ン
そ
の
他
の
金
融
商
品
の
売
買
（
自
己
勘
定
取
引
）
を
禁
止
、
②
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
エ
ク
ィ
テ
ィ
・
フ

ァ
ン
ド
へ
の
投
資
及
び
そ
れ
ら
の
ス
ポ
ン
サ
ー
と
な（

１７
）るこ
と
を
禁
止
し
て
い
る
（
米
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
第
六
一
九
条
）。
当
該
規
制

は
、
元
連
邦
準
備
制
度
理
事
会（FR

B

・Federal
R
eserve

B
oard

）元
議
長
ポ
ー
ル
・
ボ
ル
カ
ー
氏
の
主
張
を
基
に
策
定
さ
れ
、
二
〇
一
〇

年
三
月
に
米
財
務
省
が
原
案
を
公
表
し
、
二
〇
一
〇
年
七
月
に
成
立
し
た
「
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク

ウ
ォ
ー
ル
街
改
革
及
び
消
費
者
保
護

法
（D

odd-Frank
W
all
Street

R
eform

and
C
onsum

er
Protection

A
ct

）＝

ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
」
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

㈤
の
「
コ
ン
テ
ィ
ン
ジ
ェ
ン
ト
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
（contingent

capital
）」は
、
自
己
資
本
比
率
な
ど
の
指
標
が
閾
値
を
超
え
て
低
下
し

た
（
事
前
に
設
定
さ
れ
た
ト
リ
ガ
ー
に
抵
触
し
た
）
場
合
に
、
そ
の
全
額
又
は
一
部
を
普
通
株
式
又
は
優
先
株
式
に
転
換
す
る
こ
と
を
義

務
づ
け
る
条
項
（
株
式
転
換
に
伴
い
元
本
の
減
額
が
生
じ
る
）
が
付
さ
れ
た
証
券
商
品
を
い
い
、
銀
行
が
存
続
し
な
が
ら
損
失
吸
収
を
図
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る
手
段
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
討
議
報
告
書
は
、
そ
の
代
替
的
手
法
と
し
て
、
銀
行
が
実
質
的
に
破
綻
状
態
と
な
っ
た
時
に
破
綻
処

理
当
局
の
権
限
で
負
債
を
株
式
に
転
換
す
る
「
ベ
イ
ル
イ
ン
（bail-in

）」を
あ
げ
て
い（

１８
）る。

㈥
の
「
構
造
に
関
連
し
た
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
」
は
、
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
・
リ
ス
ク
を
も
た
ら
し
得
る
大
規
模
金
融
機
関
に
対
し
、
規
制
資
本

よ
り
高
水
準
な
資
本
を
賦
課
し
損
失
吸
収
力
を
高
め
る
と
い
う
考
え
方
に
基
づ
い
て
い
る
。
金
融
機
関
の
規
模
や
組
織
・
業
務
構
造
の
複

雑
さ
に
見
合
っ
た
資
本
の
積
み
上
げ
を
「
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
（surcharge

）」と
し
て
課
し
、
公
的
資
金
の
注
入
な
ど
「
暗
黙
的
な
政
府
保
証

（im
plicit

guarantee
）」を
受
け
る
大
規
模
金
融
機
関
が
過
度
な
リ
ス
ク
テ
イ
ク
を
行
う
「
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
」
や
そ
れ
が
生
起
し
得
る

シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
・
リ
ス（

１９
）クの
発
生
を
防
止
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
金
融
監
督
当
局
が
加
盟
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
金
融
当
局
の
バ
ー
ゼ
ル

銀
行
監
督
委
員
会
（B

C
B
S

・Basel
C
om
m
ittee

on
B
anking

Supervision

）
は
、
二
〇
一
一
年
七
月
に
協
議
文
書
を
公
表
し
、
「
グ
ロ

ー
バ
ル
に
活
動
す
る
シ
ス
テ
ム
上
重
要
な
銀
行
（G

-SIB
s

・global
system

ically
im
portant

banks

）」に
対
し
、
バ
ー
ゼ
ル（

２０
）Ⅲの
自
己
資

本
（
最
低
基
準
及
び
資
本
バ
ッ
フ
ァ
ー
で
中
核
的
自
己
資
本
比
率
が
七
％
以
上
）
に
加
え
、
銀
行
の
規
模
に
応
じ
て
一
〜
二
・
五
％
の
資

本
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
を
課
す
方
針
を
表
明
し
、
邦
銀
三
行
を
含
むG

-SIB
s

二
九
行
の
個
別
名
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
バ
ー
ゼ
ル
Ⅲ
に
定
め

る
規
制
資
本
を
上
回
る
資
本
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
を
課
す
こ
と
で
、G

-SIB
s

の
破
綻
可
能
性
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
を
企
図
し
た
も
の
で
、
そ
の

導
入
は
最
終
決
定
さ
れ
て
い
る
。

市
場
構
造
の
改
革
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て
の
㈦
の
「
市
場
集
中
の
緩
和
策
」
は
、
金
融
界
の
よ
り
競
争
促
進
的
な
市
場
構
造
を
構
築
す
る

観
点
か
ら
、
英
大
手
銀
行
の
資
産
売
却
を
進
め
る
、
ま
た
そ
れ
に
関
連
し
て
銀
行
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
規
模
に
対
し
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
の
上

限
を
設
け
る
こ
と
を
提
示
し
て
い
る
。
㈧
の
「
市
場
イ
ン
フ
ラ
改
革
」
と
し
て
、
討
議
報
告
書
は
中
央
清
算
機
関
（C

C
P

・central

counterparty

）を
通
じ
た
証
券
取
引
の
推
進
を
あ
げ
て
い
る
。
店
頭
取
引（
Ｏ
Ｔ
Ｃ
）市
場
で
行
わ
れ
る
相
対
取
引（bilateral

transaction

）

を
Ｃ
Ｃ
Ｐ
を
通
じ
て
清
算
さ
せ
る
こ
と
で
、
金
融
市
場
に
お
け
る
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
テ
ィ
・
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
を
削
減
し
、
カ
ウ
ン
タ
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ー
パ
ー
テ
ィ
・
リ
ス
ク
（
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
な
ど
の
金
融
取
引
に
お
け
る
取
引
相
手
の
信
用
リ
ス
ク
）
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ｃ
Ｃ
Ｐ
は
、
多
く
の
金
融
機
関
の
受
払
い
を
一
手
に
取
扱
い
そ
れ
ら
を
ネ
ッ
テ
ィ
ン
グ
（
帳
簿
上
で
受
払
い
を
相
殺
し
合
い
、
実
際
の
取

引
金
額
を
縮
小
す
る
）
す
る
こ
と
で
取
引
の
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
を
帳
簿
上
削
減
す
る
。
ま
た
、
従
来
取
引
内
容
が
不
透
明
だ
っ
た
店
頭

取
引
を
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に
集
中
さ
せ
る
こ
と
で
、
取
引
の
透
明
性
が
高
ま
り
、
金
融
機
関
が
情
報
の
非
対
称
性
を
利
用
し
て
利
益
を
得
る
機
会
を

減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

上
記
の
政
策
オ
プ
シ
ョ
ン
の
う
ち
㈠
の
「
銀
行
の
リ
テ
ー
ル
・
投
資
銀
行
部
門
の
分
離
・
分
割
」
及
び
㈡
の
「
ナ
ロ
ー
バ
ン
キ
ン
グ
と

目
的
限
定
バ
ン
キ
ン
グ
」
は
、
リ
テ
ー
ル
銀
行
部
門
を
他
部
門
の
リ
ス
ク
か
ら
遮
断
す
る
た
め
に
大
規
模
な
銀
行
構
造
の
変
革
を
迫
る
極

め
て
急
進
的
な
方
策
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
総
合
金
融
化
（
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
バ
ン
ク
化
）
に
邁
進
し
て
き
た
英
金
融
機
関
の
組
織
・
業
務
構

造
を
一
八
〇
度
転
換
す
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
て
の
商
業
銀
行
主
義
に
向
け
逆
行
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
印
象
が
あ
る
。

㈢
の
「
自
己
勘
定
取
引
及
び
投
資
の
制
限
」
は
、
部
門
分
離
の
よ
う
な
大
幅
な
組
織
変
更
は
伴
わ
な
い
も
の
の
、
自
己
勘
定
取
引
や
ヘ

ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
投
資
と
い
っ
た
「
マ
ネ
ー
ゲ
ー
ム
」
的
な
取
引
や
そ
れ
が
内
包
す
る
リ
ス
ク
を
極
力
抑
制
す
る
た
め
の
厳
格
な
業
務
制
限

で
あ
る
。
㈣
は
、
リ
ス
ク
遮
断
の
た
め
の
部
門
分
離
も
業
務
制
限
も
行
わ
な
い
場
合
、
Ｒ
Ｒ
Ｐ
の
策
定
や
破
綻
処
理
ス
キ
ー
ム
の
見
直
し

に
よ
り
、
大
規
模
金
融
機
関
が
分
離
・
分
割
の
可
能
性
を
確
保
す
る
方
法
で
あ
る
。
ま
た
、
㈤
の
「
コ
ン
テ
ィ
ン
ジ
ェ
ン
ト
・
キ
ャ
ピ
タ

ル
」
や
㈥
の
「
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
」
は
、
従
来
の
資
本
規
制
に
加
え
さ
ら
に
資
本
増
強
を
求
め
、
損
失
吸
収
力
を
一
段
と
強
化
す
る
た
め
の

対
策
で
あ
る
。

二

討
議
報
告
書
へ
の
政
府
・
市
場
の
反
応

討
議
報
告
書
は
、
二
〇
一
〇
年
一
一
月
一
五
日
を
期
限
と
し
て
上
記
の
政
策
の
選
択
肢
に
対
し
市
中
コ
メ
ン
ト
を
募
っ
て
お
り
、
翌
年
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一
月
二
六
日
に
そ
れ
を
公
表
し
て
い
る
。
一
五
〇
件
以
上
寄
せ
ら
れ
た
コ
メ
ン
ト
は
、
主
に
「
商
業
銀
行
・
投
資
銀
行
部
門
の
分
離
・
分

割
」
に
関
す
る
も
の
が
多
く
を
占
め
て
お
り
、
特
に
バ
ー
ク
レ
イ
ズ
グ
ル
ー
プ
、
Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
、
米
シ
テ
ィ
グ
ル
ー
プ
と
い
っ
た
英
国
内
外

の
大
手
金
融
機
関
は
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
バ
ン
ク
の
流
れ
に
逆
行
す
る
規
制
内
容
に
対
し
強
硬
に
反
対
の
意
を
表
明
し
た
。
「
自
己
勘
定
取

引
及
び
投
資
の
制
限
」
に
つ
い
て
も
、
純
粋
な
自
己
勘
定
取
引
と
リ
ス
ク
ヘ
ッ
ジ
や
マ
ー
ケ
ッ
ト
メ
イ
ク
の
た
め
の
自
己
勘
定
売
買
と
の

区
別
が
不
明
瞭
と
し
て
、
当
該
規
制
の
導
入
に
慎
重
な
姿
勢
を
示
し
た
。

コ
メ
ン
ト
結
果
を
踏
ま
え
、ヴ
ィ
ッ
カ
ー
ズ
委
員
長
は
二
〇
一
一
年
一
月
二
二
日
の
講
演
で
、リ
テ
ー
ル
銀
行
部
門
の「
囲
い
込
み（ring-

fencing

）」に
よ
る
預
金
・
決
済
業
務
の
保
護
や「（
当
該
部
門
が
）
独
立
子
会
社
化
し
て
子
会
社
ベ
ー
ス
で
資
本
増
強
を
図
る
（capitalized

on
stand-alone

basis

）」可
能
性
に
は
言
及
し
た
が
、
投
資
銀
行
部
門
を
金
融
グ
ル
ー
プ
の
外
に
ス
ピ
ン
オ
フ
さ
せ
る
可
能
性
（
部
門
の

「
完
全
分
離
」
の
可
能
性
）
に
は
触
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
を
受
け
、
英
金
融
界
き
っ
て
の
規
制
強
化
反
対
派
ロ
ビ
イ
ス
ト
だ
っ
た
同
国
金

融
大
手
バ
ー
ク
レ
イ
ズ
の
ロ
バ
ー
ト
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
Ｃ
Ｅ
Ｏ
（
当
時
）
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｂ
の
勧
告
は
当
初
の
予
想
よ
り
も
緩
や
か
な
内
容
と

な
る
と
し
、
新
規
制
に
対
し
楽
観
的
な
見
方
を
示
し
て
い（

２１
）た。

一
方
、
ヴ
ィ
ッ
カ
ー
ズ
委
員
長
の
講
演
を
受
け
、
Ｂ
Ｏ
Ｅ
の
マ
ー
ヴ
ィ
ン
・
キ
ン
グ
総
裁
、
ビ
ン
ズ
・
ケ
ー
ブ
ル

ビ
ジ
ネ
ス
・
企
業

及
び
規
制
改
革
閣
外
相
ら
政
府
・
当
局
の
要
人
は
、
大
規
模
金
融
機
関
に
お
け
る
リ
テ
ー
ル
銀
行
部
門
と
投
資
銀
行
部
門
の
完
全
分
離
を

強
硬
に
主
張
し
た
。
同
年
三
月
上
旬
、
キ
ン
グ
総
裁
は
デ
イ
リ
ー
・
テ
レ
グ
ラ
フ
紙
の
取
材
に
対
し
、「『
大
き
す
ぎ
て
つ
ぶ
せ
な
い
』
こ

と
に
伴
う
金
融
機
関
の
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
問
題
は
、
リ
テ
ー
ル
銀
行
・
投
資
銀
行
部
門
の
完
全
な
分
離
・
分
割
ま
で
踏
み
込
ま
な
け
れ
ば

解
決
し
な
い
」
と
、
Ｉ
Ｃ
Ｂ
に
対
し
金
融
制
度
の
抜
本
的
な
見
直
し
を
訴
え
た
の
で
あ（

２２
）る。

二
〇
〇
八
年
秋
に
顕
在
化
し
た
金
融
危
機
は
、
大
規
模
金
融
機
関
が
過
度
な
リ
ス
ク
テ
イ
ク
を
行
い
高
リ
ス
ク
業
務
に
傾
斜
し
た
こ
と

が
背
景
の
一
つ
に
あ
る
が
、
経
営
者
や
幹
部
社
員
の
高
額
報
酬
へ
の
あ
く
な
き
追
求
が
そ
の
よ
う
な
リ
ス
ク
テ
イ
ク
を
促
し
た
こ
と
は
否
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め
な
い
。
主
要
国
は
、
金
融
危
機
後
に
金
融
機
関
を
対
象
と
し
た
報
酬
規
制
を
相
次
ぎ
導
入
し
、
金
融
機
関
の
役
職
員
が
受
け
取
る
高
額

報
酬
は
一
時
的
に
抑
制
さ
れ
た
も
の
の
、
二
〇
一
一
年
に
入
り
再
び
復
活
し
た
こ
と
か
ら
、
キ
ン
グ
総
裁
は
「
金
融
機
関
の
収
益
至
上
主

義
は
続
い
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
る
不
均
衡
は
再
び
大
き
く
な
り
始
め
て
い
る
」
と
金
融
界
を
批
判
し
て
い
る
。

二
〇
一
一
年
四
月
一
一
日
、
Ｉ
Ｃ
Ｂ
が
公
表
し
た
中
間
報
告
書
「
改
革
オ
プ
シ
ョ
ン
に
関
す
る
市
中
協
議（

２３
）」は
、
①
「
他
部
門
と
は
独

立
し
た
資
本
を
擁
す
る
子
会
社
（separately

capitalized
subsidiaries

）」と
す
る
こ
と
で
、
リ
テ
ー
ル
銀
行
部
門
が
擁
す
る
預
金
を
保
護

し
金
融
の
安
定
を
確
保
す
る
こ
と
、
②
英
国
内
の
大
規
模
金
融
機
関
は
、
中
核
的
自
己
資
本
比
率
（
コ
アT

ier1

比
率
）
を
最
低
一
〇
％

達
成
す
る
こ
と
、
③
金
融
機
関
に
再
生
・
破
綻
処
理
計
画
（
Ｒ
Ｒ
Ｐ
）
の
策
定
を
義
務
づ
け
る
こ
と
な
ど
を
勧
告
し
、
将
来
の
英
金
融
機

関
が
持
つ
べ
き
組
織
構
造
を
示
し
た
が
、
市
場
か
ら
は
「
迫
力
不
足
で
あ
る
」
な
ど
批
判
的
な
評
価
が
相
次
い
だ
。
Ｉ
Ｃ
Ｂ
は
、
金
融
グ

ル
ー
プ
の
規
模
の
経
済
、
顧
客
ニ
ー
ズ
へ
の
十
分
な
対
応
や
グ
ル
ー
プ
内
の
業
務
リ
ス
ク
の
分
散
と
い
っ
た
効
果
が
喪
失
す
る
と
い
っ
た

点
で
、
投
資
銀
行
部
門
の
グ
ル
ー
プ
外
へ
の
ス
ピ
ン
オ
フ
を
通
じ
た
完
全
分
離
に
伴
う
コ
ス
ト
は
大
き
く
、
リ
テ
ー
ル
銀
行
部
門
を
リ
ン

グ
フ
ェ
ン
ス
で
保
護
す
る
方
法
が
望
ま
し
い
と
し
て
い
た
。
し
か
し
、
政
府
・
当
局
に
は
同
じ
持
株
会
社
の
傘
下
に
投
資
銀
行
部
門
と
共

存
す
る
限
り
リ
テ
ー
ル
銀
行
部
門
に
そ
の
リ
ス
ク
が
及
ば
な
い
と
は
限
ら
ず
、
厳
格
な
自
己
資
本
規
制
を
課
せ
ば
必
ず
金
融
の
安
定
が
維

持
で
き
る
も
の
で
は
な
い
と
い
っ
た
懸
念
が
根
強
く
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

中
間
報
告
書
は
、
両
部
門
の
完
全
分
離
は
盛
り
込
ま
れ
な
い
な
ど
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
金
融
界
の
思
惑
に
沿
っ
た
内
容
だ
っ
た
の
か
も

し
れ
な
い
。
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
氏
に
象
徴
さ
れ
る「
強
欲
な
金
融
界
」を
戒
め
る
ま
で
に
は
至
ら
な
い
規
制
内
容
に
、
キ
ン
グ
総
裁
ら
は
苦
々

し
い
思
い
を
し
た
に
違
い
な
い
。
し
か
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｂ
が
中
間
報
告
書
へ
の
市
中
コ
メ
ン
ト
を
踏
ま
え
て
公
表
し
た
最
終
報
告
書
は
、
部
門

の
完
全
分
離
こ
そ
盛
り
込
ま
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
次
章
に
見
る
よ
う
に
、
英
銀
行
の
経
営
・
組
織
に
対
し
て
当
初
の
予
想
以
上
に
抜
本

的
か
つ
大
幅
な
変
革
と
負
担
を
求
め
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
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第
三
章

最
終
報
告
書
の
公
表

独
立
銀
行
委
員
会
（
Ｉ
Ｃ
Ｂ
）
は
、
二
〇
一
一
年
九
月
一
二
日
に
最
終
報
告（

２４
）書を
公
表
、
新
た
な
英
国
の
銀
行
構
造
改
革
の
全
容
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。
そ
の
主
な
柱
は
次
の
通
り
で
あ
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｂ
は
こ
れ
ら
の
提
言
事
項
の
導
入
を
二
〇
一
九
年
ま
で
に
完
了
す
る
こ
と
を

求
め
て
い
る
。

一

リ
テ
ー
ル
銀
行
部
門
の
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス

リ
テ
ー
ル
預
金
を
優
先
的
に
保
護
す
る
た
め
、
大
手
英
銀
グ
ル
ー
プ
の
「
リ
テ
ー
ル
銀
行
部
門
」
は
、
大
企
業
取
引
・
市
場
取
引
を
専

業
と
す
る
「
ホ
ー
ル
セ
ー
ル
銀
行
及
び
投
資
銀
行
部
門
（w

holesale
and
investm

ent
banking

）」と
法
人
格
を
分
け
、
「
別
会
社
（ring-

fenced
bank

）」と
す（

２５
）る。
リ
テ
ー
ル
銀
行
部
門
を
別
会
社
化
し
て
設
立
さ
れ
る
「
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
銀
行
」
は
、
取
締
役
会
は
過
半
数
を

社
外
取
締
役
で
構
成
、
独
自
に
財
務
報
告
や
情
報
開
示
を
行
う
な
ど
他
部
門
と
は
独
立
し
た
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
を
構
築
し
、
ホ
ー
ル
セ
ー

ル
銀
行
及
び
投
資
銀
行
部
門
の
リ
ス
ク
か
ら
厳
格
に
遮
断
さ
れ
、
預
金
等
を
ホ
ー
ル
セ
ー
ル
及
び
投
資
銀
行
部
門
の
活
動
に
活
用
す
る
こ

と
な
ど
は
禁
止
さ
れ
る
（
図
表
一
）。

「
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
（ring-fence

）」に
は
、
制
度
的
な
「
垣
根
」
に
よ
っ
て
、
リ
テ
ー
ル
銀
行
部
門
を
他
の
グ
ル
ー
プ
部
門
と
切
り

離
し
法
人
格
を
分
け
る
、
ま
た
、
特
定
の
グ
ル
ー
プ
内
取
引
や
顧
客
へ
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
禁
止
す
る
こ
と
で
、
リ
テ
ー
ル
銀
行
部
門
が

ホ
ー
ル
セ
ー
ル
及
び
投
資
銀
行
部
門
か
ら
の
リ
ス
ク
を
厳
格
に
遮
断
す
る
と
い
う
二
つ
の
意
味
が
あ
る
。
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
の
導
入
に
伴

い
、
金
融
グ
ル
ー
プ
は
従
来
可
能
だ
っ
た
グ
ル
ー
プ
内
取
引
に
も
制
限
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
新
制
度
で
は
、
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
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銀
行
は
、
「
ホ
ー
ル
セ
ー
ル
及
び
投
資
銀
行
部
門
」
と
の
情
報
・
専
門

知
識
・
ブ
ラ
ン
ド
・
業
務
イ
ン
フ
ラ
の
共
有
、同
部
門
と
の
協
働
営
業

（“one-stop-shopping”

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
）、
個
人
・
中
小
企
業
の
み

な
ら
ず
大
企
業
向
け
の
預
貸
金
、
さ
ら
に
「
ホ
ー
ル
セ
ー
ル
及
び
投
資

銀
行
部
門
」
を
含
む
グ
ル
ー
プ
内
部
門
か
ら
の
資
本
注
入
や
流
動
性
バ

ッ
フ
ァ
ー
の
受
入
れ
が
可
能
で
あ
り
、
業
務
上
は
比
較
的
自
由
度
の
高

い
立
場
を
確
保
す
る
こ
と
に
な
る
。
一
方
、
ホ
ー
ル
セ
ー
ル
及
び
投
資

銀
行
部
門
は
、
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
銀
行
の
預
金
や
資
金
を
自
ら
の
業
務

活
動
に
活
用
す
る
こ
と
、
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
銀
行
か
ら
資
本
注
入
や
流

動
性
バ
ッ
フ
ァ
ー
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
る
な
ど
、
経

営
の
自
由
度
は
著
し
く
制
限
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

最
終
報
告
書
は
、
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
銀
行
の
対
顧
客
サ
ー
ビ
ス
を
、

当
該
サ
ー
ビ
ス
が
預
金
保
護
の
目
的
に
反
し
て
い
な
い
か
否
か
、
法
的

・
経
済
的
な
観
点
か
ら
、
①
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
銀
行
の
み
に
認
め
ら
れ

る
業
務
（m

andated
activities

）、
②
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
銀
行
が
行
っ

て
は
な
ら
な
い
禁
止
業
務
（prohibited

activities

）、
③
リ
ン
グ
フ
ェ

ン
ス
に
容
認
さ
れ
る
業
務
（perm

itted
activities

）
に
分
類
し
て
い
る
。

ま
ず
、
上
記
①
は
、
当
該
銀
行
の
破
綻
に
よ
り
一
時
的
で
も
そ
の
提
供

図表１ ＩＣＢ銀行構造改革後のグループ組織

（出所）ＩＣＢ最終報告書より作成
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が
停
止
す
る
と
重
大
な
経
済
コ
ス
ト
が
発
生
し
、
顧
客
も
当

該
サ
ー
ビ
ス
の
中
断
に
十
分
対
応
で
き
な
い
業
務
で
あ
り
、

具
体
的
に
個
人
及
び
中
小
企
業
か
ら
の
預
金
受
入
、
当
座
貸

越
を
あ
げ
て
い
る
。
②
の
禁
止
業
務
は
、
当
該
銀
行
の
破
綻

処
理
を
著
し
く
困
難
に
す
る
、
グ
ロ
ー
バ
ル
金
融
市
場
に
対

す
る
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
を
直
接
的
に
増
加
さ
せ
る
な
ど
の

業
務
を
い
い
、
図
表
二
に
あ
げ
る
業
務
を
例
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
③
の
容
認
業
務
は
、
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
金
融
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
と
当
該
サ
ー
ビ
ス
を
効
果
的
に
提
供
す
る
た
め

に
必
要
な
付
随
業
務
で
あ
る
。

二

損
失
吸
収
力
の
強
化

リ
テ
ー
ル
銀
行
を
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
銀
行
と
し
て
投
資
銀

行
そ
の
他
の
業
務
か
ら
分
離
し
、
独
立
し
た
事
業
主
体
と
す

る
こ
と
に
よ
り
、
将
来
発
生
し
得
る
リ
ス
ク
や
危
機
か
ら
預

金
・
決
済
と
い
っ
た
国
民
生
活
に
不
可
欠
な
機
能
を
保
護
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
銀
行
の
損
失
吸
収
力

の
強
化
も
、
そ
の
資
本
基
盤
を
増
強
し
、
将
来
金
融
市
場
に

業務内容

◆欧州経済地域（ＥＥＡ）加盟国以外の顧客に対して行う金融サービス
◆金融機関に対する貸付業務（預金・決済は可）
◆トレーディング、デリバティブ・トレーディング（トレーディング勘定の保有）
◆株式・社債、他社転換条項付証券、転換社債、投資信託、上場投資信託等への投資
◆株式・債券・デリバティブ・ＡＢＳ等のオリジネート、トレーディング、貸付、値
づけ（ただし、自社債権の証券化商品のオリジネート、ポジション保有は可）
◆株式・債券の引受（私募を含む）

◆ＥＥＡ加盟国内の全ての顧客に対する預金（当座勘定、貯蓄勘定、リングフェ
ンス銀行が市場リスクを負わない投資商品等）及び決済サービス
◆ＥＥＡ加盟国内の個人及び非金融会社（大企業を含む）向けの次の業務
・預金、担保付・無担保貸付（運転資金・設備資金等通常使途のもの）、ク
レジットカードの提供

・貿易金融、プロジェクトファイナンス
・自らエクスポージャーを抱えない投資銀行部門等の商品に関する助言・販
売

・支払・決済
・リスク管理に関連するデリバティブ業務 等

禁
止
業
務

容
認
さ
れ
る
業
務

図表２ リングフェンス銀行の禁止・容認業務

（出所）ＩＣＢ最終報告書より作成
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生
起
し
得
る
様
々
な
シ
ョ
ッ
ク
を
吸
収
、
経
営
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
で
、
預
金
・
決
済
業
務
の
健
全
な
運
営
を
可
能
と
す
る
規
定
に
ほ
か

な
ら
な
い
。

最
終
報
告
書
に
お
い
て
、
損
失
吸
収
力
強
化
に
係
る
提
案
は
、
大
規
模
な
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
銀
行
に
対
す
る
㈠
「
エ
ク
ィ
テ
ィ
比
率

（equity
capital

ratio

）」要
件
、
㈡
当
該
銀
行
と
英
国
を
本
拠
と
す
る「
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
動
す
る
シ
ス
テ
ム
上
重
要
な
銀
行（G

-SIB
s

）」

に
対
す
る「
第
一
次
損
失
吸
収
力（PL

A
C

・prim
ary
loss-absorbing

capacity

）」要
件
、
㈢「
破
綻
処
理
バ
ッ
フ
ァ
ー（resolution

buffer

）」、

そ
し
て
四
）「
レ
バ
レ
ッ
ジ
比
率
（leverage

ratio

）」要
件
か
ら
な
っ
て
い
る
。
バ
ー
ゼ
ル
Ⅲ
やG

-SIB
s

の
資
本
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
の
導
入
を

踏
ま
え
た
上
で
、
英
国
独
自
の
制
度
と
し
て
さ
ら
な
る
資
本
の
積
上
げ
を
求
め
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
伴
い
英
国
の
大
規
模
金
融
機
関

は
、
国
際
的
に
合
意
さ
れ
た
バ
ー
ゼ
ル
Ⅲ
の
水
準
を
大
き
く
上
回
る
、
リ
ス
ク
加
重
資
産（R

W
A

・risk-w
eighted

asset

（
２６
））比
一
七
〜
二
〇

％
の
資
本
積
上
げ
が
必
要
と
な
る
。

㈠

エ
ク
ィ
テ
ィ
比
率
要
件

「
エ
ク
ィ
テ
ィ
（equity

）」は
、
最
終
報
告
書
の
定
義
に
よ
れ
ば
、
「
会
社
株
主
の
利
益
で
当
該
会
社
の
純
資
産
に
等
し
い
も
の
、
つ

ま
り
会
社
資
産
か
ら
全
て
の
非
エ
ク
ィ
テ
ィ
負
債
を
控
除
し
た
額
」
で
あ
り
、
バ
ー
ゼ
ル
銀
行
監
督
委
員
会
（
Ｂ
Ｃ
Ｂ
Ｓ
）
が
規
定
す
る

バ
ー
ゼ
ル
Ⅲ
の「（
普
通
株
や
内
部
留
保
か
ら
な
る
）
中
核
的
自
己
資
本
（T

ier1
capital

）」に
相
当
す
る
項
目
で
あ
る
。

「
エ
ク
ィ
テ
ィ
比
率
」
に
つ
い
て
は
、①
Ｒ
Ｗ
Ａ
が
対
英
国
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で
三
％
以
上
の「
大
規
模
な
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
銀
行（large

ring-

fenced
bank

）（
２７
）」に
対
し
て
は
、
Ｒ
Ｗ
Ａ
の
一
〇
％
以
上
の
エ
ク
ィ
テ
ィ
の
保
有
、
②
Ｒ
Ｗ
Ａ
が
対
英
国
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で
一
％
以
上
三
％
未

満
の
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
銀
行
に
対
し
て
は
、
段
階
的
に
七
％
以
上
一
〇
％
未
満
の
エ
ク
ィ
テ
ィ
の
保
有
、
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
。
上
記
①

の
大
規
模
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
銀
行
が
最
低
限
保
有
す
る
「
エ
ク
ィ
テ
イ
一
〇
％
」
は
、
バ
ー
ゼ
ル
Ⅲ
の
要
件
で
あ
る
「
普
通
株
等T

ier1
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資
本
の
最
低
基
準
四
・
五
％
と
資
本
保
全
バ
ッ
フ
ァ
ー
二
・
五
％
の
合
計
七
％
」
と
「
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
・
バ
ッ
フ
ァ
ー
（ring-fence

buffer

）」と
し
て
の
普
通
株
等T

ier1

資
本
の
三
％
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
②
の
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
銀
行
に
対
し
て
は
、
リ
ス
ク
資
産
の
規

模
に
応
じ
た
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
・
バ
ッ
フ
ァ
ー
（T

ier1

資
本
）
が
上
乗
せ
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
銀
行
に
対
し
て

は
、
バ
ー
ゼ
ル
Ⅲ
が
求
め
る
資
本
要
件
（
七
％
）
以
上
のT

ier1

資
本
の
積
上
げ
が
課
さ
れ
る
こ
と
に
な（

２８
）る。

一
方
、
ホ
ー
ル
セ
ー
ル
及
び
投
資
銀
行
部
門
に
対
し
て
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
金
融
資
本
市
場
に
お
け
る
競
争
力
を
確
保
す
る
と
い
う
観

点
か
ら
、
国
際
的
に
合
意
さ
れ
た
資
本
水
準
（
バ
ー
ゼ
ル
Ⅲ
）
を
上
回
る
資
本
の
積
上
げ
は
要
求
し
な
い
と
し
て
お
り
、
そ
の
代
わ
り
に

信
頼
性
の
高
い
破
綻
処
理
計
画
の
策
定
な
ど
を
通
じ
、
組
織
・
業
務
の
分
割
可
能
性
を
改
善
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

㈡

第
一
次
損
失
吸
収
力

最
終
報
告
書
は
、
上
記
の
「
エ
ク
ィ
テ
ィ
」
と
ベ
イ
ル
イ
ン
債
（bail-in

bond

）
の
合
計
で
構
成
さ
れ
る
損
失
吸
収
力
を
「
第
一
次
損

失
吸
収
力
（
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｃ
）」と
定
め
、
そ
の
対
Ｒ
Ｗ
Ａ
比
一
七
％
以
上
の
達
成
を
求
め
て
い
る
。
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｃ
は
、
二
〇
一
一
年
四
月
の
中
間

報
告
書
に
は
提
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
損
失
吸
収
力
増
強
に
向
け
、
最
終
報
告
書
で
初
め
て
提
示
さ
れ
た
概
念
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、

①
二
・
五
％
の
資
本
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
を
課
さ
れ
る
英
国
のG

-SIB
s

及
び
Ｒ
Ｗ
Ａ
が
対
英
国
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で
三
％
以
上
の
大
規
模
リ
ン
グ
フ
ェ

ン
ス
銀
行
に
対
し
一
七
％
、
②
二
・
五
％
未
満
の
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
を
課
さ
れ
る
英
国
のG

-SIB
s

及
び
Ｒ
Ｗ
Ａ
が
対
英
国
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で
一
％

以
上
三
％
未
満
で
あ
る
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
銀
行
に
対
し
て
は
、
一
〇
・
五
％
か
ら
一
七
％
ま
で
の
範
囲
で
段
階
的
に
賦
課
す
る
、
と
い
っ

た
水
準
で
あ
る
。

ベ
イ
ル
イ
ン
債
は
、
最
も
容
易
に
損
失
を
吸
収
す
る
（
元
本
の
減
額
又
は
株
式
へ
の
転
換
を
通
じ
て
、
当
該
債
務
の
債
権
者
が
損
失
を

負
担
す
る
）
債
務
と
し
て
事
前
に
定
め
ら
れ
た
、
残
存
期
間
一
年
以
上
の
長
期
無
担
保
債
務
の
こ
と
で
あ
る
。
最
終
報
告
書
は
、
破
綻
処
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理
当
局
に
対
し
、
他
の
非
エ
ク
ィ
テ
ィ
資
本
や
非
劣
後
債
務
に
損
失
を
負
担
さ
せ
る
前
に
長
期
無
担
保
債
務
に
損
失
を
負
担
さ
せ
る
権
限

で
あ
る
「
第
一
次
ベ
イ
ル
イ
ン
権
限
（prim

ary
bail-in

pow
er

）」と
、
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｃ
に
よ
る
損
失
吸
収
が
十
分
で
な
い
場
合
、
当
局
が
Ｐ
Ｌ

Ａ
Ｃ
を
超
え
て
全
て
の
無
担
保
債
務
に
損
失
を
負
担
さ
せ
る
権
限
で
あ
る
「
第
二
次
ベ
イ
ル
イ
ン
権
限
（secondary

bail-in
pow
er

）」を

付
与
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
い（

２９
）る。
こ
れ
ら
の
権
限
は
、
破
綻
処
理
当
局
に
十
分
な
裁
量
権
を
与
え
る
こ
と
で
柔
軟
な
対
応
を
可
能
と
す

る
と
と
も
に
、
弁
済
順
位
が
同
じ
債
権
者
の
平
等
な
取
扱
い
や
資
本
再
構
築
に
伴
う
市
場
へ
の
悪
影
響
の
抑
制
を
考
慮
し
て
設
定
さ
れ
る

べ
き
と
し
て
い
る
。

な
お
、
二
〇
一
〇
年
九
月
の
討
議
報
告
書
で
提
示
さ
れ
た
「
コ
ン
テ
ィ
ン
ジ
ェ
ン
ト
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
」
は
、
銀
行
が
存
続
し
な
が
ら
損

失
吸
収
を
図
る
手
法
と
し
て
注
目
さ
れ
た
も
の
の
、
商
品
設
計
の
方
法
や
そ
の
影
響
に
つ
い
て
明
確
な
エ
ビ
デ
ン
ス
や
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が

な
い
な
ど
と
し
て
、
最
終
報
告
書
は
こ
れ
を
検
討
の
対
象
か
ら
外
し
て
い
る
。

㈢

破
綻
処
理
バ
ッ
フ
ァ
ー

最
終
報
告
書
は
、
英
国
のG
-SIB
s

と
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
銀
行
に
対
し
、
上
記
㈠
の
規
制
資
本
、
㈡
の
第
一
次
損
失
吸
収
力
の
保
有
を
最

低
要
件
と
し
て
定
め
て
い
る
が
、
こ
れ
に
加
え
、
そ
の
銀
行
が
納
税
者
負
担
を
回
避
し
つ
つ
破
綻
処
理
を
行
う
の
が
困
難
で
あ
る
と
当
局

が
判
断
し
た
場
合
、
当
該
銀
行
に
対
し
追
加
的
な
積
み
増
し
を
求
め
る
資
本
バ
ッ
フ
ァ
ー
を
規
定
し
て
い
る
。
英
国G

-SIB
s

又
は
Ｒ
Ｗ
Ａ

が
英
国
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
一
％
以
上
の
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
銀
行
に
対
し
、
最
大
三
％
ま
で
の
追
加
的
な
損
失
吸
収
バ
ッ
フ
ァ
ー
を
賦
課
す
る
。
バ

ー
ゼ
ル
Ⅲ
の
規
制
資
本
、
第
一
次
損
失
吸
収
力
と
併
せ
、
Ｒ
Ｗ
Ａ
比
で
最
大
二
〇
％
を
要
求
し
て
い
る
（
た
だ
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
、

二
〇
一
一
年
一
二
月
に
英
政
府
が
公
表
し
た
ホ
ワ
イ
ト
ペ
ー
パ
ー
は
、
破
綻
処
理
バ
ッ
フ
ァ
ー
を
不
採
用
と
し
て
い
る
）。
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㈣

レ
バ
レ
ッ
ジ
比
率

金
融
機
関
に
よ
る
過
度
な
リ
ス
ク
テ
イ
ク
に
対
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
減
じ
る
に
は
、
対
Ｒ
Ｗ
Ａ
比
で
見
た
自
己
資
本
比
率
規
制
で

は
不
十
分
と
の
観
点
か
ら
、
バ
ー
ゼ
ル
Ⅲ
で
は
補
完
的
指
標
と
し
て
、
Ｒ
Ｗ
Ａ
に
よ
ら
な
い
対
資
産
比
に
よ
る
自
己
資
本
比
率
（
レ
バ
レ

ッ
ジ
比
率
）
が
導
入
さ
れ
た
。
バ
ー
ゼ
ル
Ⅲ
を
受
け
、
最
終
報
告
書
は
、
①
全
て
の
英
国
を
本
拠
と
す
る
銀
行
及
び
全
て
の
リ
ン
グ
フ
ェ

ン
ス
銀
行
に
対
し
、
レ
バ
レ
ッ
ジ
比
率
（T

ier1資
本
÷
総
資
産

）
三
％
以
上
、
②
Ｒ
Ｗ
Ａ
が
英
国
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
一
％
以
上
の
リ
ン
グ
フ
ェ

ン
ス
銀
行
に
対
し
、段
階
的
に
比
率
を
引
き
上
げ
る
こ
と
を
求
め
て
い
る（
Ｒ
Ｗ
Ａ
が
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
三
％
以
上
の
銀
行
に
対
し
最
大
四
・
〇
六

％
の
達
成
を
求
め
て
い
る
）。

三

英
銀
行
市
場
の
競
争
促
進

リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
の
導
入
、
損
失
吸
収
力
の
強
化
に
加
え
、
最
終
報
告
書
は
英
銀
行
市
場
の
競
争
促
進
策
を
提
言
し
て
い
る
。
金
融
危

機
時
、
英
大
手
行
の
ロ
イ
ズ
・
バ
ン
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
が
政
府
の
資
金
支
援
を
受
け
る
条
件
と
し
て
あ
っ
た
同
グ
ル
ー
プ
の
分
割
、
英

国
内
支
店
の
売
却
が
主
な
論
点
で
あ
る
。
特
に
、
同
グ
ル
ー
プ
が
分
割
し
て
誕
生
す
る
複
数
の
新
銀
行
が
、
既
存
行
と
競
合
で
き
る
よ
う
、

個
人
当
座
預
金
で
一
定
の
シ
ェ
ア
を
確
保
す
る
こ
と
や
資
金
調
達
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
確
保
を
義
務
づ
け
て
い
る
。
ま
た
、
競
争
促
進
に
関
す

る
一
般
的
要
件
と
し
て
、
銀
行
の
資
本
規
制
や
流
動
性
規
制
が
新
規
参
入
の
障
害
と
な
ら
な
い
よ
う
、
二
〇
一
三
年
以
降
の
新
金
融
監
督

体
制
で
新
設
さ
れ
る
健
全
性
監
督
機
構
（PR

A

・Prudential
R
egulation

A
uthority

）
と
公
正
取
引
局
（O

FT

・O
ffice

of
Fair
T
rade

）
が

協
議
す
る
こ
と
、
Ｐ
Ｒ
Ａ
と
同
時
に
新
設
さ
れ
る
金
融
行
為
監
督
機
構
（FC

A

・Financial
C
onductA

uthority

）
の
目
的
事
項
と
し
て
競

争
促
進
を
明
記
す
る
こ
と
、
リ
テ
ー
ル
銀
行
商
品
に
お
け
る
利
息
・
手
数
料
等
の
透
明
性
向
上
と
い
っ
た
事
項
が
提
言
さ
れ
て
い
る
。



平成法政研究 第１７巻第２号 50

四

金
融
機
関
経
営
へ
の
影
響

Ｉ
Ｃ
Ｂ
が
最
終
報
告
書
で
提
示
し
た
金
融
シ
ス
テ
ム
改
革
、
特
に
大
手
英
銀
の
リ
テ
ー
ル
銀
行
を
別
会
社
化
す
る
こ
と
に
よ
る
金
融
機

関
経
営
へ
の
影
響
は
小
さ
く
な
い
。
英
政
府
は
、
部
門
の
分
離
、
分
社
化
な
ど
当
該
規
制
改
革
に
伴
う
コ
ス
ト
を
英
金
融
界
全
体
で
三
五

億
〜
八
〇
億
ポ
ン
ド
と
試（

３０
）算し
て
い
る
が
、
実
際
は
そ
れ
を
上
回
る
と
し
て
英
銀
行
界
は
反
発
し
て
い
る
。
特
に
グ
ル
ー
プ
内
に
大
規
模

な
ホ
ー
ル
セ
ー
ル
・
投
資
銀
行
部
門
を
擁
す
る
バ
ー
ク
レ
イ
ズ
、
ロ
イ
ヤ
ル
・
バ
ン
ク
・
オ
ブ
・
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
（
Ｒ
Ｂ
Ｓ
）
な
ど
は
、

組
織
変
更
だ
け
で
も
相
当
の
コ
ス
ト
負
担
を
強
い
ら
れ
よ
う
。
新
制
度
移
行
後
も
、
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
銀
行
と
ホ
ー
ル
セ
ー
ル
・
投
資
銀

行
部
門
の
法
人
格
が
別
れ
、
資
金
調
達
を
個
別
に
行
う
必
要
か
ら
、
両
部
門
間
の
シ
ナ
ジ
ー
効
果
は
著
し
く
縮
小
せ
ざ
る
を
得
な
い
も
の

と
考
え
ら
れ（

３１
）る。

二
〇
一
〇
年
の
資
産
ベ
ー
ス
で
見
る
と
、リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
銀
行
の
対
象
業
務
は
英
金
融
機
関
全
体
の
一
八
％（
約
一
・
一
兆
ポ
ン
ド
）

に
過
ぎ
ず
、
禁
止
業
務
は
六
四
％
（
約
三
・
八
兆
ポ
ン
ド
）、
許
容
さ
れ
る
業
務
は
一
八
％
（
約
一
・
一
兆
ポ
ン
ド
）
と
な
っ
て
い
る
（
図

表
三
）。
禁
止
業
務
の
大
半
は
、
ホ
ー
ル
セ
ー
ル
・
投
資
銀
行
部
門
が
従
事
す
る
業
務
で
あ
る
。
当
該
部
門
は
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
銀
行
か

ら
資
金
の
借
入
や
出
資
を
受
け
ら
れ
ず
、
リ
ス
ク
テ
イ
ク
の
た
め
の
リ
テ
ー
ル
銀
行
部
門
の
バ
ッ
フ
ァ
ー
を
活
用
で
き
な
く
な
る
た
め
、

そ
の
業
務
活
動
は
少
な
か
ら
ず
制
約
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
ホ
ー
ル
セ
ー
ル
・
投
資
銀
行
部
門
は
独
自
に
事
業
拡
大
の
た
め
の
資
金
調
達
を
行
う
必
要
が
あ
る
が
、
債
券
発
行
な
ど
で
資
金

を
賄
う
に
し
て
も
、
調
達
コ
ス
ト
は
従
来
よ
り
高
い
も
の
と
な
る
可
能
性
が
高
い
。
資
金
調
達
コ
ス
ト
の
上
昇
が
利
益
を
圧
迫
し
て
貸
出

な
ど
が
抑
制
さ
れ
、
投
資
銀
行
市
場
に
お
い
て
大
手
英
銀
の
競
争
力
が
相
対
的
に
低
下
す
る
懸
念
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
中
長
期
的
に
は

当
該
部
門
の
格
下
げ
も
懸
念
さ
れ
よ
う
。
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
銀
行
も
高
め
の
資
本
規
制
、
流
動
性
規
制
が
単
体
ベ
ー
ス
で
課
せ
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
銀
行
、
ホ
ー
ル
セ
ー
ル
・
投
資
銀
行
部
門
を
併
せ
た
グ
ル
ー
プ
全
体
の
資
本
・
資
金
効
率
の
低
下
は
避
け
ら
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れ
ず
、
そ
の
資
金
調
達
コ
ス
ト
が
上
昇
す
る
可
能
性
は
高
く
な
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｂ
が
設
立
さ
れ
そ
の
主
要
な
検
討
項
目
が
「
商
業
銀
行
と
投
資
銀

行
の
分
離
」
と
判
明
し
た
時
点
か
ら
、
英
金
融
界
は
相
当
な
警
戒
感
を
持

っ
て
Ｉ
Ｃ
Ｂ
の
議
論
の
動
向
を
見
守
っ
て
き
た
。
例
え
ば
、
Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
の

グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
部
門
長
は
、
当
該
項
目
の
「
検
討
結
果
に
よ
っ
て

は
本
社
の
英
国
外
移
転
も
辞
さ
な
い
」
と
ま
で
述
べ
た
と
さ
れ（

３２
）る。
当
時

は
、
Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
の
み
な
ら
ず
、
バ
ー
ク
レ
イ
ズ
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
チ
ャ

ー
タ
ー
ド
な
ど
も
同
様
の
検
討
を
行
う
可
能
性
を
示
唆
し
た
と
も
伝
え
ら

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
最
終
報
告
書
が
提
示
し
た
規
制
は
、
当
時
英
金
融

機
関
が
認
識
し
た
内
容
以
上
に
厳
し
い
も
の
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
単
に

部
門
を
分
離
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
例
え
ば
、
英
銀
全
資
産
の
六
割
超
を

占
め
る
ホ
ー
ル
セ
ー
ル
・
投
資
銀
行
業
務
（
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
銀
行
の
禁

止
業
務
）
の
資
金
調
達
を
当
該
部
門
が
独
自
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
ろ
う
と
は
、
金
融
界
に
は
想
定
外
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
最
終
報
告
書
の

公
表
以
降
、
英
金
融
グ
ル
ー
プ
が
本
社
の
英
国
外
移
転
を
正
式
表
明
し
た

事
実
は
な
い
が
、
二
〇
一
九
年
の
新
法
施
行
以
降
は
そ
の
よ
う
な
可
能
性

も
否
定
は
で
き
な
い
。

英
国
外
の
金
融
機
関
に
対
す
る
影
響
も
無
視
で
き
な
い
。
特
に
欧
州
経

図表３ リングフェンス銀行の対象業務関連資産の割合
（２０１０年全英銀行資産ベース）

（出所）ＩＣＢ最終報告書より作成
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済
地
域
（
Ｅ
Ｅ
Ａ
）
外
に
本
社
を
お
く
外
国
金
融
グ
ル
ー
プ
が
英
国
で
リ
テ
ー
ル
銀
行
業
務
を
展
開
す
る
に
は
、
当
該
部
門
を
現
地
法
人

と
し
て
設
立
、
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
銀
行
と
す
る
と
と
も
に
、
バ
ー
ゼ
ル
Ⅲ
を
上
回
る
普
通
株
等T

ier1

資
本
、
そ
れ
と
ベ
イ
ル
イ
ン
債
を

併
せ
た
第
一
次
損
失
吸
収
力
（
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｃ
）
の
確
保
が
求
め
ら
れ
る
。
当
該
部
門
に
つ
い
て
は
、
国
際
基
準
を
上
回
る
資
本
の
積
上
げ
が

必
要
で
あ
り
、
コ
ス
ト
増
加
要
因
と
な
る
の
は
必
至
で
あ
る
。

第
四
章

英
政
府
・
議
会
の
対
応

一

英
政
府
の
ホ
ワ
イ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
公
表

最
終
報
告
書
を
受
け
、
二
〇
一
一
年
一
二
月
、
英
国
の
財
務
省
及
び
ビ
ジ
ネ
ス
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
職
業
技
能
省（B

IS

・D
epartm

ent

for
B
usiness,

Innovation
and
Skills
）
は
連
名
で
報
告
書
「
独
立
銀
行
委
員
会
に
対
す
る
政
府
の
回
答（

３３
）」を
公
表
、
独
立
銀
行
委
員
会

（
Ｉ
Ｃ
Ｂ
）
の
提
言
事
項
に
同
意
し
、
各
事
項
を
立
法
化
す
る
方
針
を
表
明
し
た
。
し
か
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｂ
最
終
報
告
書
に
対
す
る
金
融
界
の

反
発
は
な
お
根
強
く
あ
り
、
財
務
省
と
Ｂ
Ｉ
Ｓ
は
当
該
規
制
の
再
検
討
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
例
え
ば
、
英
銀
行
協
会

（B
B
A

・British
B
ankers’

A
ssociation

）
は
、
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
の
導
入
と
い
う
預
金
者
優
先
の
規
制
改
革
は
、
銀
行
の
資
金
調
達
コ

ス
ト
の
上
昇
に
つ
な
が
り
、
結
果
的
に
住
宅
ロ
ー
ン
金
利
の
上
昇
な
ど
預
金
者
を
含
む
顧
客
の
不
利
益
に
つ
な
が
り
得
る
、
ま
た
、
本
社

機
能
は
英
国
に
あ
る
も
の
の
そ
の
活
動
の
大
半
が
海
外
で
行
わ
れ
て
い
る
銀
行
（
例
え
ば
、
ア
ジ
ア
地
域
を
主
た
る
営
業
基
盤
と
す
る
Ｈ

Ｓ
Ｂ
Ｃ
や
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
チ
ャ
ー
タ
ー
ド
銀
行
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
）
は
新
制
度
下
で
は
現
地
で
の
競
争
力
が
著
し
く
低
下
す

る
と
い
っ
た
問
題
点
を
あ
げ
て
い
る
。

こ
う
し
た
批
判
を
踏
ま
え
、
二
〇
一
二
年
六
月
一
六
日
、
財
務
省
と
Ｂ
Ｉ
Ｓ
が
公
表
し
た
の
が
報
告
書
「
銀
行
改
革：

安
定
性
の
実
現
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と
持
続
可
能
な
経
済
に
向
け
た
支
援
（
以
下
「
ホ
ワ
イ
ト
ペ
ー
パ
ー
」）（

３４
）」で
あ
る
。
最
終
報
告
書
で
示
さ
れ
た
個
々
の
提
言
を
再
検
討
し

た
上
で
、
銀
行
構
造
改
革
案
の
法
制
化
を
円
滑
に
行
う
た
め
、
い
く
つ
か
の
点
で
内
容
の
追
加
・
変
更
を
行
っ
て
い
る
。
ホ
ワ
イ
ト
ペ
ー

パ
ー
は
、
ま
ず
最
終
報
告
書
に
記
載
さ
れ
た
各
規
定
に
つ
い
て
、
議
会
が
制
定
す
る
「
第
一
次
立
法
（prim

ary
legislation

）」に
加
え
、

政
府
に
対
し
て
そ
の
適
用
除
外
を
定
め
る
規
則
な
ど
の
「
第
二
次
立
法
（secondary

legislation

）」の
制
定
権
を
付
与
す
る
こ
と
で
、
制

度
運
営
の
柔
軟
性
の
確
保
を
図
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
最
終
報
告
書
が
規
定
す
る
「
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
銀
行
の
み
に
認
め
ら
れ
る
業
務
」

は
個
人
及
び
中
小
企
業
か
ら
の
預
金
受
入
、
当
座
貸
越
な
ど
だ
が
、
将
来
政
府
に
対
し
当
該
業
務
の
定
義
の
中
に
新
た
な
業
務
を
追
加
す

る
権
限
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
「
禁
止
業
務
」
に
つ
い
て
も
、
第
一
次
立
法
で
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
銀
行
に
禁
止
業
務
を
行
わ
な
い
こ
と
を

義
務
づ
け
る
と
同
時
に
、
政
府
に
対
し
、
営
業
地
域
、
他
の
金
融
機
関
向
け
貸
付
な
ど
の
取
引
、
取
扱
金
融
商
品
に
係
る
制
限
に
つ
い
て
、

政
府
が
追
加
的
に
定
め
る
権
限
を
与
え
て
い
る
。

ま
た
、
ホ
ワ
イ
ト
ペ
ー
パ
ー
は
、
一
部
の
適
用
要
件
を
最
終
報
告
書
に
示
さ
れ
た
内
容
よ
り
緩
和
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
ま
ず
第
一
に
、

小
規
模
銀
行
な
ど
に
対
す
る
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
規
定
を
免
除
し
た
こ
と
で
あ
る
。
二
〇
一
一
年
九
月
の
最
終
報
告
書
は
、
リ
ン
グ
フ
ェ
ン

ス
の
対
象
を
銀
行
及
び
住
宅
金
融
組
合
と
し
て
い
た
が
、
ホ
ワ
イ
ト
ペ
ー
パ
ー
は
住
宅
金
融
組
合
を
対
象
外
と
し
（
代
わ
り
に
住
宅
金
融

組
合
法
で
規
制
）、
個
人
及
び
中
小
企
業
預
金
が
目
安
と
し
て
二
五
〇
億
ポ
ン
ド
未
満
の
小
規
模
銀
行
も
当
該
義
務
の
対
象
外
と
す
る
こ

と
を
規
定
し
て
い
る
。
第
二
に
、
リ
ス
ク
管
理
や
流
動
性
管
理
に
関
連
す
る
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
業
務
に
加
え
、
「
単
純
な
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
商

品
の
販
売
」
を
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
銀
行
の
許
容
業
務
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。

第
三
に
、
重
要
で
な
い
海
外
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
第
一
次
損
失
吸
収
力
（
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｃ
）
の
算
定
か
ら
除
外
し
た
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、

英
国
に
本
社
を
お
く
大
規
模
金
融
機
関
（G

-SIB
s

）
の
英
国
内
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
「
預
金
総
額
二
五
〇
億
ポ
ン
ド
を
下
回
る
」
な
ど
小

規
模
で
あ
る
、
海
外
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
資
金
調
達
の
大
半
を
現
地
で
行
っ
て
い
る
、
ま
た
海
外
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
適
切
な
再
生
・
破
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綻
処
理
計
画
（
Ｒ
Ｒ
Ｐ
）
を
準
備
し
て
い
る
な
ど
の
場
合
、
こ
の
除
外
規
定
が
適
用
さ
れ
る
。
第
四
に
破
綻
処
理
バ
ッ
フ
ァ
ー
を
不
採
用

と
し
た
こ
と
で
あ
る
。
ホ
ワ
イ
ト
ペ
ー
パ
ー
は
、
バ
ー
ゼ
ル
Ⅲ
の
「
第
二
の
柱
（
金
融
機
関
の
自
己
管
理
と
監
督
上
の
検
証
）」や
ベ
イ
ル

イ
ン
の
議
論
の
発
展
を
そ
の
理
由
に
あ
げ
て
い
る
。
そ
し
て
第
五
に
、
国
際
基
準
と
の
整
合
性
を
理
由
に
、
バ
ー
ゼ
ル
Ⅲ
を
上
回
る
レ
バ

レ
ッ
ジ
比
率
の
賦
課
の
見
直
し
を
提
案
し
た
こ
と
で
あ
る
。

二

英
議
会
の
対
応

英
政
府
は
、
二
〇
一
二
年
九
月
六
日
を
期
限
に
ホ
ワ
イ
ト
ペ
ー
パ
ー
に
対
す
る
市
中
コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
、
一
〇
月
一
二
日
に
Ｉ
Ｃ
Ｂ

の
提
案
に
基
づ
く
「
銀
行
改
革
法
案
（the

draft
B
anking

R
eform

B
ill

）（
３５
）」を
公
表
し
た
。
し
か
し
、
同
法
案
を
精
査
し
た
議
会
の
銀
行

規
範
委
員
会
（T

he
Parliam

entary
C
om
m
ission

on
B
anking

Standards

）
は
、
そ
れ
に
対
し
「
内
容
不
十
分
」
と
い
う
評
価
を
下
し

た
の
で
あ
る
。
同
委
員
会
が
一
二
月
二
一
日
に
公
表
し
た
精
査
報
告（

３６
）書は
、
リ
テ
ー
ル
・
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
の
意
義
は
認
め
な
が
ら
も
、

「
英
政
府
の
銀
行
改
革
法
案
は
、
現
状
必
要
と
さ
れ
る
規
制
に
は
達
し
て
い
な
い
」
と
断
じ
て
い
る
。
精
査
報
告
書
は
、
厳
格
に
見
え
る

リ
テ
ー
ル
・
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
規
定
で
あ
っ
て
も
、
銀
行
業
界
が
猛
烈
な
ロ
ビ
イ
ン
グ
を
展
開
し
、
い
ず
れ
同
規
定
は
骨
抜
き
に
さ
れ
る

と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
共
通
の
持
株
会
社
の
下
に
あ
る
リ
テ
ー
ル
銀
行
部
門
と
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
を
含
む
投
資
銀
行
部
門
を
分
離
で
き

る
の
か
（
例
え
ば
、
部
門
分
離
に
伴
い
、
両
部
門
の
契
約
を
ど
の
よ
う
に
分
離
す
る
の
か
、
諸
契
約
を
譲
渡
す
る
際
に
第
三
者
の
同
意
は

得
ら
れ
る
か
、
グ
ル
ー
プ
他
社
が
破
綻
し
た
場
合
に
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
銀
行
は
第
三
者
か
ら
の
遡
求
を
完
全
に
排
除
で
き
る
の
か
な
ど
）、

ま
た
リ
テ
ー
ル
銀
行
部
門
の
独
立
性
は
本
当
に
維
持
で
き
る
の
か
と
い
っ
た
疑
問
を
掲
げ
、
投
資
銀
行
部
門
、
特
に
そ
れ
に
属
す
る
ト
レ

ー
デ
ィ
ン
グ
部
門
の
リ
ス
ク
志
向
は
、
リ
テ
ー
ル
銀
行
部
門
の
持
つ
保
守
性
と
は
対
極
に
あ
る
と
同
時
に
、
グ
ル
ー
プ
経
営
に
大
き
な
歪

み
を
も
た
ら
す
と
指
摘
し
て
い
る
。
リ
テ
ー
ル
銀
行
部
門
と
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
部
門
が
同
じ
持
株
会
社
の
傘
下
で
並
存
す
る
限
り
、
ひ
と
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た
び
後
者
が
巨
額
の
リ
ス
ク
を
抱
え
れ
ば
そ
の
影
響
は
前
者
に
及
び
、
圧
倒
し
て
し
ま
い
か
ね
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

銀
行
規
範
委
員
会
の
見
解
に
付
け
加
え
れ
ば
、
リ
テ
ー
ル
部
門
を
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
す
る
こ
と
自
体
の
意
義
を
改
め
て
問
う
必
要
は
あ

る
。
Ｉ
Ｃ
Ｂ
は
、
ホ
ー
ル
セ
ー
ル
・
投
資
銀
行
部
門
の
リ
ス
ク
を
問
題
と
し
、
そ
れ
を
遮
断
し
て
リ
テ
ー
ル
銀
行
部
門
を
保
護
す
る
こ
と

を
企
図
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
を
見
れ
ば
不
良
債
権
の
発
生
や
取
り
付
け
、
経
営
破
綻
は
む
し
ろ
伝
統
的
な
銀
行
部
門
で
生
じ

て
い
る
。
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
銀
行
は
、
個
人
・
中
小
企
業
向
け
預
貸
金
や
決
済
の
み
な
ら
ず
、
大
企
業
向
け
貸
付
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
、
住
宅
ロ
ー
ン
証
券
化
の
ベ
ー
ス
と
な
る
モ
ー
ゲ
ー
ジ
ロ
ー
ン
な
ど
高
リ
ス
ク
と
も
い
え
る
業
務
を
行
う
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、

新
制
度
移
行
後
も
、
守
ろ
う
と
し
て
い
る
リ
テ
ー
ル
銀
行
部
門
に
危
機
の
芽
が
残
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
英
銀
全
体
の
関
連
資

産
の
六
割
超
を
保
有
す
る
ホ
ー
ル
セ
ー
ル
・
投
資
銀
行
部
門
の
資
金
調
達
が
著
し
く
制
限
さ
れ
る
状
況
で
、
果
た
し
て
分
離
後
の
経
営
は

成
り
立
つ
の
か
否
か
も
疑
わ
し
い
。
膨
大
な
関
連
資
産
を
ビ
ジ
ネ
ス
に
向
け
る
に
は
多
額
の
資
金
を
調
達
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
リ
テ
ー

ル
銀
行
部
門
に
頼
ら
ず
問
題
な
く
資
金
調
達
が
で
き
る
か
否
か
は
未
知
数
で
あ
る
。

精
査
報
告
書
は
、
銀
行
改
革
法
案
の
有
効
性
に
疑
問
を
呈
し
つ
つ
、
同
法
案
を
一
層
強
化
す
る
た
め
に
、
「
帯
電
（electrification

）」

と
い
う
方
法
を
提
案
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
リ
テ
ー
ル
銀
行
部
門
と
ホ
ー
ル
セ
ー
ル
・
投
資
銀
行
部
門
を
分
離
す
る
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
を

「
電
気
を
通
し
た
」
状
態
に
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
、
金
融
グ
ル
ー
プ
の
取
締
役
会
に
対
し
、
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
が
有
効
に
機
能
し
て
い
る

か
を
定
期
的
に
チ
ェ
ッ
ク
さ
せ
る
法
的
義
務
を
負
わ
せ
、
そ
れ
が
適
切
に
行
わ
れ
な
い
場
合
に
は
、
監
督
当
局
に
対
し
両
部
門
を
完
全
分

離
す
る
権
限
を
付
与
す
る
こ
と
を
法
律
で
規
定
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
今
後
の
検
討
の
中
で
、
リ
テ
ー
ル
・
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
規
定

の
問
題
点
が
明
ら
か
に
な
る
と
す
れ
ば
、
銀
行
規
範
委
員
会
が
提
示
す
る
よ
う
な
「
部
門
の
完
全
分
離
」
が
、
有
力
な
選
択
肢
と
し
て
浮

上
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
、
部
門
の
完
全
分
離
を
可
能
と
す
る
条
項
が
金
融
サ
ー
ビ
ス
法
案
に
盛
り
込
ま
れ
そ
れ
が
成
立
し
た
場

合
、
本
店
を
他
国
に
移
す
な
ど
金
融
グ
ル
ー
プ
の
英
国
離
れ
が
い
よ
い
よ
現
実
の
も
の
と
な
る
可
能
性
も
あ
る
。
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銀
行
規
範
委
員
会
の
提
案
は
、
オ
ズ
ボ
ー
ン
財
務
相
が
検
討
し
、
二
〇
一
三
年
の
早
い
時
期
に
議
会
に
修
正
法
案
が
提
出
さ
れ
る
見
込

み
で
あ
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｂ
最
終
報
告
書
に
従
え
ば
、
同
法
案
は
現
キ
ャ
メ
ロ
ン
政
権
の
任
期
が
満
了
す
る
二
〇
一
五
年
五
月
ま
で
に
成
立
し
、

新
法
は
二
〇
一
九
年
ま
で
に
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い（

３７
）る。

三

関
連
す
る
主
要
国
制
度
の
進
展

前
出
の
米
ボ
ル
カ
ー
・
ル
ー
ル
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｂ
の
リ
テ
ー
ル
・
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
規
定
と
と
も
に
「
大
き
す
ぎ
て
又
は
複
雑
す
ぎ
て
つ
ぶ

せ
な
い
よ
う
な
巨
大
金
融
機
関
を
作
ら
せ
な
い
」
と
い
う
視
点
に
立
っ
た
規
制
で
あ
る
。
ボ
ル
カ
ー
・
ル
ー
ル
は
、
部
門
の
分
離
を
伴
わ

な
い
も
の
の
、
自
己
勘
定
取
引
、
フ
ァ
ン
ド
投
資
と
い
っ
た
高
リ
ス
ク
な
投
資
銀
行
業
務
を
禁
止
・
制
限
し
、
預
金
・
決
済
業
務
を
保
護

し
よ
う
と
す
る
ス
タ
ン
ス
は
リ
テ
ー
ル
・
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
規
定
と
共
通
し
て
い
る
。
英
政
府
の
ホ
ワ
イ
ト
ペ
ー
パ
ー
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｂ
が
提

案
す
る
リ
テ
ー
ル
・
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
は
、
ボ
ル
カ
ー
・
ル
ー
ル
よ
り
も
厳
格
な
規
制
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
リ
テ
ー
ル
銀
行
部
門
は
、

ホ
ー
ル
セ
ー
ル
・
投
資
銀
行
部
門
の
リ
ス
ク
を
概
ね
遮
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。

確
か
に
、
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
銀
行
と
な
る
リ
テ
ー
ル
銀
行
部
門
の
業
務
範
囲
は
、
個
人
・
中
小
企
業
向
け
預
貸
金
や
決
済
が
中
心
で
あ

り
、
ボ
ル
カ
ー
・
ル
ー
ル
が
規
制
す
る
預
金
取
扱
金
融
機
関
よ
り
も
狭
い
。
し
か
し
、
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
銀
行
は
、
同
じ
グ
ル
ー
プ
持
株

会
社
の
傘
下
で
ホ
ー
ル
セ
ー
ル
・
投
資
銀
行
部
門
と
並
存
す
る
形
を
と
り
、
グ
ル
ー
プ
レ
ベ
ル
で
は
依
然
と
し
て
広
範
な
金
融
業
務
を
営

む
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
一
方
、
ボ
ル
カ
ー
・
ル
ー
ル
は
、
「
銀
行
事
業
体
」
の
自
己
勘
定
取
引
や
フ
ァ
ン
ド
投
資
を
禁
止
・
制
限
す
る

が
、
「
銀
行
事
業
体
」
に
は
預
金
取
扱
金
融
機
関
の
み
な
ら
ず
、
グ
ル
ー
プ
持
株
会
社
や
そ
の
子
会
社
・
関
連
会
社
が
含
ま
れ
る
。
従
っ

て
、
グ
ル
ー
プ
全
体
と
し
て
は
、
ボ
ル
カ
ー
・
ル
ー
ル
の
方
が
よ
り
制
限
的
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
た
だ
し
、
ボ
ル
カ
ー
・
ル
ー
ル
は

ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
に
は
規
定
さ
れ
た
も
の
の
、
関
連
当
局
が
策
定
す
る
詳
細
な
規
則
は
、
ま
だ
確
定
し
て
い
な
い
。
例
え
ば
同
法
は
、



57 英銀行独立委員会が推進する銀行構造改革

マ
ー
ケ
ッ
ト
メ
イ
ク
（
値
付
け
）
や
ヘ
ッ
ジ
取
引
に
際
し
て
行
う
自
己
勘
定
取
引
を
禁
止
規
定
の
適
用
除
外
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は

純
粋
な
自
己
勘
定
取
引
と
の
区
別
が
つ
き
に
く
い
な
ど
の
問
題
が
あ
り
、
適
用
除
外
業
務
の
範
囲
に
つ
い
て
は
結
論
が
出
て
い
な
い
の
で

あ
る
。

欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
も
、
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
こ
う
し
た
米
英
の
動
き
に
追
随
し
つ
つ
あ
る
。
二
〇
一
二
年
一
〇
月
二
日
、
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
中
央
銀
行
の
エ
リ
ッ
キ
・
リ
ー
カ
ネ
ン
総
裁
を
議
長
と
す
る
「
Ｅ
Ｕ
の
銀
行
構
造
改
革
に
関
す
る
専
門
家
グ
ル
ー
プ
（H

igh-level

E
xpert

G
roup

on
R
eform

ing
the
Structure

of
the
E
U
B
anking

Sector

）（
３８
）」は
「
最
終
報
告
書
（T

he
Final

R
eport

）（
３９
）」を
公
表
、
金
融

グ
ル
ー
プ
内
で
証
券
・
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
を
含
む
自
己
勘
定
取
引
（proprietary

trading

）
及
び
そ
の
他
の
重
要
な
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
業
務

（significant
trading

activity
）
を
銀
行
本
体
か
ら
分
離
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
自
己
勘
定
取
引
を
は
じ
め
と
す
る
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ

業
務
が
当
該
グ
ル
ー
プ
の
業
務
全
体
で
重
要
な
シ
ェ
ア
を
占
め
る
場
合
、
別
法
人
の
形
（
銀
行
又
は
投
資
会
社
）
を
と
り
、
グ
ル
ー
プ
内

の
銀
行
と
は
分
離
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
金
融
グ
ル
ー
プ
は
銀
行
と
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
法
人
に
分
か
れ
る
が
、
当
該

銀
行
の
業
務
に
は
預
貸
金
・
決
済
業
務
に
加
え
、
（
単
純
で
一
般
的
な
）
証
券
化
や
証
券
引
受
と
い
っ
た
投
資
銀
行
業
務
が
含
ま
れ
る
。

ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
法
人
の
業
務
は
、
①
自
己
勘
定
取
引
及
び
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
メ
イ
キ
ン
グ
の
プ
ロ
セ
ス
に
あ
る
全
て
の
資
産
、
デ
リ
バ

テ
ィ
ブ
・
ポ
ジ
シ
ョ
ン
、
②
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
、
証
券
化
投
資
専
門
の
特
別
目
的
会
社（SIV

・structured
investm

ent
vehicle

）及
び
Ｓ
Ｉ

Ｖ
に
類
似
す
る
会
社
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
エ
ク
ィ
テ
ィ
投
資
に
対
す
る
融
資
や
無
担
保
の
信
用
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
で
あ
る
。
同
報
告
書

の
提
案
は
、
リ
テ
ー
ル
銀
行
部
門
と
ホ
ー
ル
セ
ー
ル
・
投
資
銀
行
部
門
を
分
離
す
る
英
国
の
リ
テ
ー
ル
・
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
規
定
と
も
、

銀
行
等
の
自
己
勘
定
取
引
を
禁
止
す
る
米
国
の
ボ
ル
カ
ー
・
ル
ー
ル
と
も
違
う
、
英
米
の
折
衷
案
の
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
専
門
家
グ
ル

ー
プ
の
最
終
報
告
書
を
受
け
る
形
で
、
ド
イ
ツ
連
邦
金
融
監
督
庁
（B

aFin
・Bundesanstalt

für
Finanzdienstleistungsaufsicht

）
は
ド

イ
ツ
銀
行
に
対
し
、
最
終
報
告
書
が
提
示
し
た
モ
デ
ル
に
基
づ
く
事
業
分
割
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
要
請
し
て
い（

４０
）る。
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お
わ
り
に

英
独
立
銀
行
委
員
会
（
Ｉ
Ｃ
Ｂ
）
が
提
示
し
た
リ
テ
ー
ル
・
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
規
定
や
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
銀
行
に
対
し
規
模
に
応
じ
た

「
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
・
バ
ッ
フ
ァ
ー
」
の
積
上
げ
、
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｃ
と
い
う
バ
ー
ゼ
ル
Ⅲ
を
大
き
く
上
回
る
損
失
吸
収
力
を
求
め
る
資
本
規
制

は
、
英
国
な
ら
で
は
の
規
制
手
法
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
例
え
ば
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
規
定
に
つ
い
て
は
、
預
金
保
護
を
政
策
上
ど
の
程
度

重
視
す
る
か
に
よ
り
、
他
国
で
も
導
入
さ
れ
る
可
能
性
が
あ（

４１
）る。

英
国
を
含
め
主
要
国
で
出
揃
っ
た
規
制
は
、
い
ず
れ
も
部
門
分
離
と
い
う
組
織
変
更
や
業
務
制
限
に
よ
っ
て
、
金
融
グ
ル
ー
プ
投
資
銀

行
部
門
の
過
度
な
リ
ス
ク
テ
イ
ク
を
防
止
し
、
当
該
部
門
の
リ
ス
ク
が
リ
テ
ー
ル
銀
行
部
門
に
波
及
す
る
の
を
回
避
し
よ
う
と
す
る
も
の

だ
が
、
同
時
に
そ
れ
ら
の
導
入
は
、
投
資
銀
行
部
門
か
ら
高
い
収
益
性
を
享
受
す
る
機
会
を
奪
う
こ
と
に
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た

規
制
の
下
で
は
、
投
資
銀
行
部
門
は
自
己
勘
定
取
引
や
レ
バ
レ
ッ
ジ
を
利
用
し
た
自
己
資
金
投
資
な
ど
短
期
的
な
利
得
を
目
指
す
投
機
的

な
金
融
取
引
で
は
な
く
、
証
券
引
受
、
企
業
の
買
収
・
合
併
（
Ｍ
＆
Ａ
）
に
対
す
る
助
言
業
務
と
い
っ
た
伝
統
的
な
投
資
銀
行
業
務
、
よ

り
顧
客
と
の
関
係
を
重
視
す
る
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ッ
プ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
強
化
す
る
方
向
に
向
か
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
れ
に
よ
っ
て

投
資
銀
行
部
門
の
収
益
性
低
下
が
見
込
ま
れ
る
も
の
の
、
金
融
機
関
が
金
融
危
機
前
に
と
っ
た
過
度
な
リ
ス
ク
テ
イ
ク
や
異
常
な
ま
で
の

収
益
追
求
行
動
を
改
め
、
金
融
機
関
と
し
て
本
来
の
あ
る
べ
き
姿
に
回
帰
す
る
こ
と
へ
の
期
待
は
大
き
い
。

二
〇
一
二
年
七
月
初
め
、
バ
ー
ク
レ
イ
ズ
・
グ
ル
ー
プ
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
Ｃ
Ｅ
Ｏ
が
辞
任
を
発
表
、
翌
月
に
は
リ
テ
ー
ル
銀
行
部
門
出

身
の
ア
ン
ト
ニ
ー
・
ジ
ェ
ン
キ
ン
ス
氏
を
後
任
と
す
る
人
事
が
発
表
さ
れ（

４２
）た。
バ
ー
ク
レ
イ
ズ
は
、
総
合
金
融
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
大

手
グ
ル
ー
プ
と
し
て
は
唯
一
、
投
資
銀
行
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
た
な
い
人
材
を
Ｃ
Ｅ
Ｏ
に
起
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ダ
イ
ヤ
モ
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ン
ド
氏
の
辞
任
は
、
同
時
期
に
発
覚
し
た
ロ
ン
ド
ン
銀
行
間
取
引
金
利
（
Ｌ
Ｉ
Ｂ
Ｏ
Ｒ
）
の
不
正
操
作
事
件
に
関
与
し
た
こ
と
が
直
接
の

理
由
だ
っ
た
が
、
英
金
融
市
場
に
は
こ
れ
を
、
「
厳
格
な
規
制
の
導
入
に
よ
っ
て
、
市
場
取
引
に
過
度
に
依
存
し
た
投
資
銀
行
部
門
が
金

融
グ
ル
ー
プ
を
牽
引
し
た
時
代
は
終
わ
り
、
国
民
生
活
に
不
可
欠
な
リ
テ
ー
ル
預
金
を
は
じ
め
と
す
る
商
業
銀
行
部
門
が
金
融
の
中
心
に

再
び
戻
っ
た
こ
と
を
象
徴
す
る
出
来
事
」
と
受
け
止
め
る
向
き
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

英
国
を
は
じ
め
主
要
各
国
が
、
金
融
グ
ル
ー
プ
の
預
貸
金
・
決
済
を
保
護
す
る
規
制
を
検
討
・
導
入
し
つ
つ
あ
る
こ
と
は
望
ま
し
い
動

き
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
在
ま
で
に
議
論
さ
れ
た
部
門
分
離
や
業
務
制
限
規
制
に
よ
っ
て
、
リ
テ
ー
ル
銀
行
部
門
が
投
資
銀
行
部
門
の
リ

ス
ク
か
ら
完
全
に
遮
断
さ
れ
、
金
融
機
関
運
営
の
健
全
化
が
図
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
英
国
の
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
規
定
に
よ
っ

て
そ
れ
を
図
る
な
ら
ば
、
当
該
規
定
自
体
の
意
義
、
実
現
可
能
性
や
影
響
な
ど
を
さ
ら
に
詰
め
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、

銀
行
規
範
委
員
会
が
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
の
「
帯
電
」
と
い
う
考
え
方
を
採
用
し
、
状
況
に
よ
り
「
部
門
の
完
全
分
離
」
の
可
能
性
を
残
し

た
こ
と
、
ま
た
そ
れ
が
最
終
的
に
英
金
融
サ
ー
ビ
ス
法
に
盛
り
込
ま
れ
る
か
否
か
は
大
い
に
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
金
融
機
関
の
破
綻
処
理
制
度
と
の
兼
ね
合
い
で
い
え
ば
、
部
門
分
離
や
業
務
制
限
規
制
を
導
入
す
れ
ば
、
グ
ル
ー
プ
や
銀
行
の

分
割
・
清
算
可
能
性
が
高
ま
り
迅
速
な
破
綻
処
理
が
可
能
と
な
る
が
、
そ
れ
に
よ
り
国
民
の
税
金
で
金
融
機
関
を
救
済
す
る
事
態
は
減
っ

て
も
、
「
大
き
す
ぎ
て
つ
ぶ
せ
な
い
大
規
模
金
融
機
関
（G

-SIB
s

）」が
な
く
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
Ｉ
Ｃ
Ｂ
提
案
に
従
い
リ
テ

ー
ル
銀
行
部
門
が
ホ
ー
ル
セ
ー
ル
・
投
資
銀
行
部
門
と
切
り
離
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
銀
行
と
し
て
大
き
く
成
長

す
れ
ば
、
そ
れ
自
体
が
「
大
き
す
ぎ
て
つ
ぶ
せ
な
い
」
存
在
と
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
経
営
危
機
に
陥
っ
た

場
合
は
、
再
び
政
府
資
金
、
国
民
の
税
金
を
注
入
す
る
事
態
と
な
り
か
ね
な
い
。
こ
れ
で
は
、
い
か
に
優
れ
た
銀
行
構
造
改
革
を
実
施
し

て
も
、
根
本
的
な
問
題
の
解
決
に
は
な
ら
な
い
。
主
要
各
国
は
、
危
機
に
直
面
し
て
も
国
民
負
担
に
よ
る
こ
と
の
な
い
銀
行
構
造
の
あ
り

方
を
模
索
し
て
き
た
が
、
理
想
的
な
形
に
到
達
す
る
に
は
な
お
多
く
の
時
間
を
議
論
に
割
く
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
引
き
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続
き
、
英
国
を
は
じ
め
各
国
に
お
け
る
今
後
の
展
開
の
行
方
に
注
目
し
た
い
。

〈
注
〉

（
１
）
本
改
革
案
は
、
二
〇
一
〇
年
七
月
に
公
表
さ
れ
た
英
財
務
省
報
告
書
「
金
融
規
制
の
新
た
な
ア
プ
ロ
ー
チ：

判
断
・
焦
点
及
び
安
定
性
（A

N
ew

A
pproarch

to
Financial

R
egulation:

Judgem
ent,
Focus

and
Stability

）」で
具
体
的
に
提
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
示
さ
れ
た
新
た
な
金
融
監
督

体
制
は
、
二
〇
一
二
年
ま
で
に
、
①
Ｕ
Ｋ
-Ｆ
Ｓ
Ａ
を
Ｂ
Ｏ
Ｅ
の
傘
下
で
個
別
金
融
機
関
の
監
督
を
担
当
す
る「
健
全
性
監
督
機
構（PR

A

・Prudential
R
egulation

A
uthority

）」と
市
場
参
加
者
の
行
為
規
制
を
担
当
す
る
「
消
費
者
保
護
・
市
場
規
制
機
構
（C

PM
A

・Consum
er
Protection

and
M
arkets

A
uthority

）」に
分
割
（
Ｐ
Ｒ
Ａ
、
Ｃ
Ｐ
Ｍ
Ａ
は
と
も
に
新
設
）
し
、
②
マ
ク
ロ
健
全
性
の
監
督
を
担
当
す
る
部
門
と
し
て
、
Ｂ
Ｏ
Ｅ
に
独
立
し
た
「
金

融
監
督
政
策
委
員
会（M

PC

・Financial
Policy

C
om
m
ittee

）」を
設
置
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
な
っ
て
い
る
。
二
〇
一
一
年
二
月
に
公
表
さ
れ
た
財
務
省

報
告
書
「
金
融
規
制
の
新
た
な
ア
プ
ロ
ー
チ：

よ
り
強
靭
な
シ
ス
テ
ム
の
構
築
（A

N
ew
A
pproach

to
Financial

R
egulation:

B
uilding

a
Stronger

System

）」に
お
い
て
、
Ｃ
Ｐ
Ｍ
Ａ
に
代
わ
り
、
金
融
行
為
監
督
機
構
（FC

A

・Financial
C
onduct

A
uthority

）」が
市
場
参
加
者
の
金
融
行
為
規
制
を

監
督
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
た
。
新
金
融
監
督
体
制
は
、
二
〇
一
三
年
一
月
か
ら
開
始
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

（
２
）
欧
州
委
員
会
（E

C

・European
C
om
m
ission

）
の
委
託
を
受
け
、
元
フ
ラ
ン
ス
銀
行
総
裁
の
ジ
ャ
ッ
ク
・
ド
・
ラ
ロ
ジ
エ
ー
ル
氏
を
中
心
と
す
る

「
欧
州
金
融
監
督
に
関
す
る
ハ
イ
レ
ベ
ル
・
グ
ル
ー
プ
」が
二
〇
〇
九
年
二
月
に
公
表
し
た「
ド
・
ラ
ロ
ジ
エ
ー
ル
報
告
書（T

he
H
igh-L

evel
G
roup

on
Financial

Supervision
in
the
E
U

）」は
、
こ
れ
に
一
定
の
定
義
を
与
え
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
「
マ
ク
ロ
レ
ベ
ル
の
金
融
監
督
」
は
、
「
金

融
シ
ス
テ
ム
全
体
を
監
視
し
、そ
の
実
効
性
の
低
下
や
破
綻
を
防
止
す
る
こ
と
で
、マ
イ
ナ
ス
成
長
と
な
ら
な
い
よ
う
経
済
全
体
を
擁
護
す
る
こ
と
」

で
あ
り
、
「
マ
ク
ロ
・
プ
ル
デ
ン
シ
ャ
ル
監
督
（m

acro-prudential
supervision

）」と
称
さ
れ
る
。
「
ミ
ク
ロ
レ
ベ
ル
の
金
融
監
督
」
は
「
個
々
の

金
融
機
関
を
監
視
し
そ
れ
ら
の
破
綻
を
防
止
す
る
こ
と
で
、
金
融
機
関
の
顧
客
で
あ
る
預
金
者
や
投
資
家
を
保
護
す
る
こ
と
」
で
あ
り
、
「
ミ
ク
ロ

・
プ
ル
デ
ン
シ
ャ
ル
監
督
（m

icro-prudential
supervision

）」と
称
さ
れ
る
。

（
３
）
二
〇
〇
七
年
九
月
、
英
中
堅
銀
行
ノ
ー
ザ
ン
ロ
ッ
ク
は
、
米
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
危
機
の
影
響
を
受
け
て
流
動
性
危
機
に
陥
り
、
同
国
で
ほ
ぼ
一
〇
〇

年
ぶ
り
と
な
る
取
り
付
け
を
起
こ
し
た
（
同
行
は
二
〇
〇
八
年
二
月
に
国
有
化
）。
Ｂ
Ｏ
Ｅ
を
は
じ
め
金
融
当
局
の
対
応
が
後
手
に
回
り
事
態
が
収

集
せ
ず
、
結
局
政
府
が
預
金
の
全
額
保
護
な
ど
公
的
支
援
を
と
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
二
〇
〇
八
年
九
月
の
リ
ー
マ
ン
ブ
ラ



61 英銀行独立委員会が推進する銀行構造改革

ザ
ー
ズ
破
綻
以
降
、
政
府
は
国
内
大
手
行
を
国
有
化
、
約
五
〇
〇
億
ポ
ン
ド
の
公
的
資
金
枠
を
準
備
す
る
と
い
う
状
況
に
至
っ
た
。

（
４
）
Ｉ
Ｃ
Ｂ
委
員
は
、
マ
ー
テ
ィ
ン
・
テ
イ
ラ
ー
氏
（
一
九
九
四
〜
一
九
九
八
年
に
大
手
英
銀
バ
ー
ク
レ
イ
ズ
Ｃ
Ｅ
Ｏ
、
そ
の
後
米
ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
サ

ッ
ク
ス
顧
問
な
ど
を
歴
任
）、
ク
レ
ア
・
ス
ポ
テ
ィ
ス
ウ
ッ
ド
氏
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
企
業
役
員
な
ど
を
歴
任
）、
ビ
ル
・
ウ
ィ
ン
タ
ー
ズ
（
一
九
八

三
年
米
Ｊ
Ｐ
モ
ル
ガ
ン
入
社
、
二
〇
〇
三
〜
二
〇
一
〇
年
に
Ｊ
Ｐ
モ
ル
ガ
ン
・
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
・
バ
ン
ク
共
同
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）、
マ
ー
テ
ィ
ン
・
ウ

ォ
ル
フ
氏
（
英
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
タ
イ
ム
ス
紙
共
同
編
集
者
兼
チ
ー
フ
・
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
テ
イ
タ
ー
）
で
あ
る
。

（
５
）
具
体
的
に
は
、
①
銀
行
セ
ク
タ
ー
の
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
・
リ
ス
ク
及
び
銀
行
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
の
緩
和
、
②
金
融
機
関
破
綻
の

可
能
性
及
び
影
響
の
軽
減
、
③
銀
行
の
顧
客
及
び
そ
の
ニ
ー
ズ
に
効
果
的
に
対
応
す
る
こ
と
を
確
か
な
も
の
と
し
、
特
に
「
大
き
す
ぎ
て
つ
ぶ
せ
な

い
（too-big-to-fail
）」こ
と
か
ら
判
断
さ
れ
る
競
争
優
位
を
考
慮
し
な
が
ら
、
リ
テ
ー
ル
及
び
投
資
銀
行
業
の
競
争
を
促
進
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
た

政
策
提
言
を
行
う
こ
と
、
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。

（
６
）

http://w
w
w
.fsa.gov.uk/pubs/other/turner_review

.pdf

（
７
）
米
有
力
運
用
会
社
ピ
ム
コ
（PIM

C
O

・Pacific
Investm

ent
M
anagem

ent
C
om
pany

L
L
C

）
社
の
マ
ネ
ジ
ン
グ
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
だ
っ
た
ポ
ー
ル

・
マ
カ
リ
ー
氏
の
造
語
。
シ
ャ
ド
ー
バ
ン
ク
は
、
伝
統
的
な
銀
行
と
同
様
の
金
融
仲
介
機
能
を
持
つ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
般
に
免
許
制
な
ど
で
金

融
当
局
か
ら
厳
格
に
監
督
さ
れ
る
通
常
の
銀
行
と
比
べ
て
規
制
が
緩
く
、
当
局
を
含
め
実
態
は
よ
く
把
握
さ
れ
て
い
な
い
。
シ
ャ
ド
ー
バ
ン
ク
は
、

多
額
の
他
人
資
本
を
集
め
て
レ
バ
レ
ッ
ジ
を
か
け
る
（
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
を
用
い
る
こ
と
で
、
手
持
ち
資
金
よ
り
も
多
い
金
額
を
投
資
す
る
）
こ
と
で

高
リ
ス
ク
の
投
資
を
行
う
が
、
取
引
内
容
の
情
報
が
開
示
さ
れ
な
い
、
当
局
に
よ
る
規
制
・
介
入
が
不
十
分
と
い
っ
た
問
題
が
あ
る
。
二
〇
〇
七
年

夏
に
米
国
で
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
危
機
が
顕
在
化
す
る
以
前
、
欧
米
の
大
手
金
融
機
関
は
連
結
決
算
の
対
象
か
ら
外
せ
る
ペ
ー
パ
ー
カ
ン
パ
ニ
ー
を
相
次

ぎ
設
立
、
こ
れ
を
通
じ
た
金
融
仲
介
行
動
（
シ
ャ
ド
ー
バ
ン
キ
ン
グ
）
に
よ
っ
て
多
額
の
資
金
を
調
達
、
複
雑
な
仕
組
み
商
品
・
証
券
化
商
品
で
運

用
し
て
い
た
。
し
か
し
、
当
該
商
品
の
市
場
が
崩
壊
し
商
品
価
値
が
大
幅
に
下
落
す
る
と
、
資
金
繰
り
に
窮
す
る
金
融
機
関
が
続
出
し
た
。
そ
の
混

乱
は
世
界
の
金
融
資
本
市
場
に
拡
大
し
、
二
〇
〇
八
年
秋
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
つ
な
が
っ
た
。

（
８
）
後
述
す
る
Ｕ
Ｋ
-Ｆ
Ｓ
Ａ
のC

P09/4

で
は
、
預
貸
金
や
決
済
を
中
心
と
す
る
商
業
銀
行
業
務
を
、
国
民
生
活
に
日
常
的
に
役
立
つ
銀
行
業
務
と
い

う
意
味
で
「
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
・
バ
ン
キ
ン
グ
（utility

banking

）」と
呼
ぶ
の
に
対
し
、
自
己
勘
定
取
引
を
含
む
投
資
銀
行
業
務
を
、
短
期
利
得
を

目
指
す
投
機
的
な
金
融
取
引
と
い
う
意
味
で
「
カ
ジ
ノ
・
バ
ン
キ
ン
グ
（casino

banking

）」と
表
現
し
て
い
る
。

（
９
）
「
ナ
ロ
ー
バ
ン
ク
」
は
、
英
国
の
著
名
な
経
済
学
者
ジ
ョ
ン
・
ケ
イ
氏
が
提
唱
し
た
銀
行
構
造
論
。
ケ
イ
氏
は
、
ナ
ロ
ー
バ
ン
ク
と
し
て
、
預
金

の
一
〇
〇
％
を
国
債
等
安
全
性
・
流
動
性
の
高
い
資
産
の
購
入
に
あ
て
る
（C

P09/4
に
あ
る
「
究
極
の
ナ
ロ
ー
バ
ン
キ
ン
グ
」）銀
行
を
理
想
と
し
た
。

John
K
ay

〔2009

〕“N
arrow

B
anking:

T
he
R
eform

of
B
anking

regulation”,
Sep.2009

http://w
w
w
.johnkay.com

/w
p-content/uploads/2009/12
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/JK
-N
arrow

-B
anking.pdf

（
１０
）

“T
urner

R
eview

C
onference

D
iscussion

Paper-A
regulatory

response
to
the
global

banking
crisis:

system
ically

im
portant

banks
and

assessing
the
cum
ulative

im
pact
(C
P09/4)”,

O
ct.2009

http://w
w
w
.fsa.gov.uk/pubs/discussion/dp09_04.pdf

（
１１
）

C
P09/4

は
、
二
つ
の
理
由
か
ら
「
究
極
の
ナ
ロ
ー
バ
ン
キ
ン
グ
」
に
は
懐
疑
的
な
立
場
を
と
っ
て
い
る
。
第
一
に
、
英
国
の
預
金
保
険
付
個
人
預

金
は
約
九
、
五
〇
〇
億
ポ
ン
ド
で
あ
る
一
方
、
英
国
債
の
発
行
残
高
は
約
八
、
〇
〇
〇
億
ポ
ン
ド
し
か
な
く
、
し
か
も
英
国
債
の
約
三
、
〇
〇
〇
億

ポ
ン
ド
は
保
険
会
社
、
年
金
基
金
が
保
有
す
る
こ
と
か
ら
、
個
人
預
金
の
全
て
を
英
国
債
に
投
資
す
る
の
は
実
現
可
能
性
に
乏
し
い
こ
と
、
第
二
は
、

こ
の
方
法
で
は
ナ
ロ
ー
バ
ン
キ
ン
グ
以
外
の
部
門
の
経
営
が
安
定
し
な
い
こ
と
（
安
定
的
な
預
金
に
よ
る
資
金
調
達
が
で
き
な
く
な
り
、
商
業
銀
行

貸
付
に
支
障
が
生
ず
る
状
況
と
な
れ
ば
、
顧
客
や
市
場
の
信
認
を
得
ら
れ
な
い
）
を
あ
げ
て
い
る
。

（
１２
）
再
生
・
破
綻
処
理
計
画
は
、
人
が
生
前
に
近
親
者
へ
の
財
産
分
与
な
ど
に
つ
い
て
遺
言
書
を
し
た
た
め
る
行
為
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
リ
ビ

ン
グ
ウ
ィ
ル
（living

w
ill

・
生
前
遺
言
）」の
別
称
が
あ
る
。
米
国
で
は
「
葬
儀
プ
ラ
ン
（funeral

plan

）」と
も
い
わ
れ
る
。

（
１３
）
討
議
報
告
書
が
提
示
し
た
「
ナ
ロ
ー
バ
ン
ク
」
は
、
預
金
の
一
〇
〇
％
を
国
債
等
安
全
性
・
流
動
性
の
高
い
資
産
の
購
入
に
あ
て
る
、
預
金
を
安

全
性
の
高
い
資
産
の
み
で
運
用
す
る
銀
行
で
あ
る
。
金
融
グ
ル
ー
プ
が
ナ
ロ
ー
バ
ン
ク
を
採
用
す
る
場
合
、
グ
ル
ー
プ
持
株
会
社
の
子
会
社
と
し
て

設
置
さ
れ
、
そ
の
リ
テ
ー
ル
預
金
は
付
保
預
金
と
し
て
保
護
さ
れ
る
が
、
政
府
が
ナ
ロ
ー
バ
ン
ク
以
外
の
銀
行
子
会
社
を
資
金
供
与
等
で
救
済（bail-

out

）
す
る
こ
と
は
な
い
。
こ
う
し
て
リ
テ
ー
ル
預
金
や
決
済
と
い
っ
た
商
業
銀
行
の
コ
ア
業
務
は
高
リ
ス
ク
業
務
か
ら
分
離
さ
れ
、
か
つ
資
本
注
入

な
ど
「
暗
黙
の
政
府
保
証
（im
plicit

guarantee
）」か
ら
生
じ
る
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
も
生
じ
な
い
。

（
１４
）

C
hiw
on
Y
om

〔2005

〕“L
im
ited-Purpose

B
anks:

T
heir

Specialties,
Perform

ance,
and
Prospects”,

FD
IC
B
anking

R
eview

,
V
olum

e
17,

N
o.1,2005,

P1-P18

（
１５
）
た
だ
し
、
討
議
報
告
書
は
、
目
的
限
定
バ
ン
キ
ン
グ
は
情
報
の
非
対
称
性
を
伴
う
こ
と
や
、
貸
出
に
投
資
す
る
投
信
を
購
入
し
た
家
計
の
資
産
流

動
性
が
低
下
す
る
な
ど
の
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

（
１６
）
「
銀
行
等
」
と
は
預
金
保
険
対
象
金
融
機
関
、
預
金
保
険
対
象
金
融
機
関
を
支
配
す
る
会
社
、
銀
行
持
株
会
社
と
み
な
さ
れ
る
会
社
及
び
こ
れ
ら

の
子
会
社
・
関
連
会
社
な
ど
を
指
す
（
米
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
第
六
一
九
条
）。

（
１７
）
「
フ
ァ
ン
ド
の
ス
ポ
ン
サ
ー
に
な
る
」
と
は
、
イ
）
フ
ァ
ン
ド
の
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
、
経
営
メ
ン
バ
ー
、
ト
ラ
ス
テ
ィ
ー
と
し
て
の
業

務
へ
の
従
事
、
ロ
）
い
か
な
る
手
法
で
あ
れ
フ
ァ
ン
ド
の
取
締
役
、
ト
ラ
ス
テ
ィ
ー
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
等
へ
の
過
半
を
選
任
な
い
し
支
配
し
て
い
る

行
為
、
ハ
）
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
広
告
宣
伝
業
務
等
の
遂
行
に
あ
た
り
、
同
じ
名
称
を
フ
ァ
ン
ド
と
共
有
す
る
行
為
を
い
う
（
米
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン

ク
法
第
六
一
九
条
）。
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（
１８
）
「
ベ
イ
ル
イ
ン
」
は
、
ベ
イ
ル
ア
ウ
ト
（
政
府
の
公
的
資
金
の
注
入
、
す
な
わ
ち
納
税
者
負
担
に
よ
る
銀
行
の
救
済
）
の
反
意
語
で
、
金
融
機
関

の
破
綻
処
理
の
際
、
株
主
や
債
権
者
に
損
失
を
負
担
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
二
〇
一
二
年
三
月
三
〇
日
、
Ｅ
Ｕ
の
行
政
執
行
機
関
で
あ
る
欧
州
委
員

会
（
Ｅ
Ｃ
）
は
、
ベ
イ
ル
イ
ン
に
関
す
る
協
議
文
書
を
公
表
し
て
お
り
、
ベ
イ
ル
イ
ン
の
（
負
債
か
ら
株
式
に
転
換
す
る
）
ト
リ
ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
、

目
的
、
適
用
範
囲
、
最
低
保
有
制
限
、
適
用
時
期
な
ど
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
い
る
。
ベ
イ
ル
イ
ン
は
、
二
〇
一
一
年
一
月
に
Ｅ
Ｃ
が
公
表
し
た
Ｅ

Ｕ
危
機
管
理
枠
組
み
に
関
す
る
協
議
文
書
の
中
で
、金
融
機
関
の
破
綻
処
理
ツ
ー
ル
の
一
つ
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
。European

C
om
m
ission

〔2012

〕

“D
iscussion

paper
on
the
debt

w
rite-dow

n
tool-bail-in”,

M
ar.31,

2012
http://ec.europa.eu/internal_m

arket/bank/docs/crisis-m
anagem

ent/

discussion_paper_bail_in_en.pdf

（
１９
）
あ
る
金
融
機
関
の
決
済
不
履
行
が
他
の
金
融
機
関
の
流
動
性
リ
ス
ク
を
顕
在
化
さ
せ
て
決
済
不
履
行
を
引
き
起
こ
し
、
そ
の
決
済
不
履
行
が
さ
ら

に
他
の
金
融
機
関
や
証
券
会
社
の
決
済
不
履
行
を
招
く
と
い
っ
た
よ
う
に
、
決
済
不
履
行
が
ド
ミ
ノ
倒
し
の
よ
う
に
連
鎖
し
、
決
済
シ
ス
テ
ム
全
体

あ
る
い
は
金
融
シ
ス
テ
ム
全
体
を
麻
痺
さ
せ
る
よ
う
な
リ
ス
ク
。

（
２０
）
バ
ー
ゼ
ル
Ⅲ
は
、
主
要
国
の
金
融
監
督
当
局
が
加
盟
す
る
バ
ー
ゼ
ル
銀
行
監
督
委
員
会
（
Ｂ
Ｃ
Ｂ
Ｓ
）
が
二
〇
一
〇
年
九
月
に
公
表
し
た
国
際
業

務
を
展
開
し
て
い
る
銀
行
の
健
全
性
維
持
を
図
る
た
め
の
自
己
資
本
規
制
。
一
九
八
八
年
に
公
表
さ
れ
た
「
バ
ー
ゼ
ル
合
意
（
Ｂ
Ｉ
Ｓ
規
制
）」、
対

象
と
な
る
リ
ス
ク
を
信
用
、
市
場
、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
リ
ス
ク
と
三
つ
に
拡
大
し
、
リ
ス
ク
計
測
の
精
緻
化
（
信
用
リ
ス
ク
計
測
の
た
め
の
標

準
的
手
法
・
内
部
格
付
手
法
の
採
用
）
を
図
っ
た
「
バ
ー
ゼ
ル
Ⅱ
（
新
Ｂ
Ｉ
Ｓ
規
制
・
二
〇
〇
四
年
公
表
）」に
次
ぐ
、
銀
行
自
己
資
本
規
制
の
新
た

な
枠
組
み
。
バ
ー
ゼ
ル
Ⅲ
は
、
国
際
的
に
業
務
を
展
開
し
て
い
る
銀
行
の
「
自
己
資
本
の
質
と
量
」
の
見
直
し
を
主
目
的
と
し
て
お
り
、
普
通
株
式

と
内
部
留
保
な
ど
か
ら
な
る
「
中
核
的
自
己
資
本
（T

ier1
capital

）」を
、
投
資
や
融
資
な
ど
損
失
を
被
る
恐
れ
が
あ
る
「
リ
ス
ク
資
産
」
に
対
し
て
、

一
定
割
合
以
上
持
つ
よ
う
に
義
務
づ
け
る
。
具
体
的
に
は
、業
績
悪
化
時
に
配
当
を
機
動
的
に
減
ら
せ
る
普
通
株
と
、過
去
の
利
益
の
蓄
積
で
あ
る
内

部
留
保
が
主
体
の
中
核
的
自
己
資
本
の
比
率
を
実
質
七
・
〇
％
以
上
と
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
（
普
通
株
等
のT

ier1

の
最
低
所
要
水
準
は
二
・
〇

％
か
ら
四
・
五
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
銀
行
は
将
来
の
ス
ト
レ
ス
期
に
耐
え
得
る
よ
う
に
、
二
・
五
％
の
「
資
本
保
全
バ
ッ
フ
ァ
ー
」
を
保
有
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
合
わ
せ
て
普
通
株
等
のT

ier1

の
所
要
水
準
は
七
％
と
な
る
）。
ま
た
、
バ
ー
ゼ
ル
Ⅲ
は
、
二
〇
一
二
年
末
か
ら
段
階
的

に
導
入
さ
れ
、
二
〇
一
九
年
か
ら
全
面
的
に
適
用
さ
れ
る
予
定
。

（
２１
）

“B
arclays

C
E
O
D
iam
ond
Says

B
anking

C
om
m
ission

W
on’t
Spilt

U
p
U
.K
.L
enders”

(B
loom

berg
N
ew
s,
Jan.27,

2011)

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

氏
は
、
米
モ
ル
ガ
ン
ス
タ
ン
レ
ー
出
身
の
米
国
人
で
、
長
く
バ
ー
ク
レ
イ
ズ
の
投
資
銀
行
部
門
バ
ー
ク
レ
イ
ズ
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
を
率
い
、
金
融
危
機

の
際
に
は
破
綻
し
た
リ
ー
マ
ン
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
米
国
部
門
の
買
収
を
決
断
し
た
。
「
ウ
ォ
ー
ル
街
の
新
帝
王
」
と
評
さ
れ
る
一
方
で
、
同
氏
が
受
け
取

る
高
額
報
酬
を
め
ぐ
っ
て
は
英
国
内
で
も
批
判
の
声
が
多
く
、
そ
の
強
欲
な
イ
メ
ー
ジ
か
ら
、
当
時
の
ピ
ー
タ
ー
・
マ
ン
デ
ル
ソ
ン
英
民
間
企
業
担
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当
相
は
「
強
欲
で
傲
慢
な
、
受
け
入
れ
難
い
銀
行
業
界
の
顔
」
と
酷
評
し
て
い
た
。

（
２２
）
キ
ン
グ
総
裁
は
、
前
政
権
時
代
か
ら
リ
テ
ー
ル
銀
行
・
投
資
銀
行
部
門
の
分
離
・
分
割
論
に
肯
定
的
で
、
米
国
の
ボ
ル
カ
ー
・
ル
ー
ル
を
全
面
的

に
支
持
し
て
お
り
、
ニ
ッ
ク
・
グ
レ
ッ
グ
副
首
相
、
ケ
ー
ブ
ル
閣
外
相
と
と
も
に
、
銀
行
分
割
論
の
急
先
鋒
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
二
〇
一
一
年

二
月
、
ケ
ー
ブ
ル
閣
外
相
は
、
マ
ス
コ
ミ
取
材
に
対
し
「
リ
テ
ー
ル
銀
行
を
保
護
す
る
た
め
、
同
部
門
と
投
資
銀
行
部
門
を
同
じ
持
株
会
社
の
傘
下

に
お
く
の
で
は
な
い
、
『
完
全
な
部
門
の
分
離
・
分
割
』
と
い
う
根
治
手
術
が
必
要
」
と
述
べ
て
い
る
（B

loom
berg

N
ew
s,
Feb.13,

2011

）。
ま
た
、

翌
三
月
上
旬
に
は
、「『
大
き
す
ぎ
て
つ
ぶ
せ
な
い
（too-big-too-fail

）』問
題
の
抜
本
的
解
決
に
向
け
て
、
（
完
全
な
）
部
門
の
分
離
・
分
割
の
規
定

が
設
け
ら
れ
る
べ
き
」
と
発
言
し
て
い
る
（Financial

T
im
es,
M
ar.7,

2011

）。

（
２３
）

Independent
C
om
m
ission

on
B
anking

〔2011

〕“Interim
report

C
onsultation

on
R
eform

O
ptions”,A

pr.11
,2011

http://s3-eu-w
est-1.am

azonaw
s.com

/htcdn/Interim
-R
eport-110411.pdf

（
２４
）

http://w
w
w
.hm
-treasury.gov.uk/d/IC

B
-Final-R

eport.pdf

（
２５
）
最
終
報
告
書
は
、
中
間
報
告
書
に
対
す
る
市
中
コ
メ
ン
ト
に
は
部
門
の
「
完
全
分
離
」
を
支
持
す
る
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
を
紹
介
す
る
一
方
、
中

間
報
告
書
と
同
様
に
そ
れ
を
採
用
し
な
い
理
由
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
リ
テ
ー
ル
銀
行
と
投
資
銀
行
な
ど
他
社
が
同
一
グ

ル
ー
プ
内
に
あ
る
場
合
、
他
社
が
経
営
困
難
に
陥
る
と
リ
テ
ー
ル
銀
行
も
リ
ス
ク
が
あ
る
と
見
な
さ
れ
業
務
の
継
続
が
難
し
く
な
る
と
い
う
「
レ
ピ

ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
連
鎖
（reputation
links

）」問
題
は
あ
る
も
の
の
、
逆
に
リ
テ
ー
ル
銀
行
が
経
営
困
難
に
陥
っ
た
場
合
は
、
健
全
な
グ
ル
ー
プ
他
社

が
リ
テ
ー
ル
銀
行
を
支
え
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
点
な
ど
を
あ
げ
て
い
る
。

（
２６
）
有
価
証
券
、
貸
付
債
権
な
ど
銀
行
の
資
産
に
関
す
る
貸
倒
リ
ス
ク
の
総
量
の
こ
と
で
、
各
資
産
の
リ
ス
ク
度
合
い
に
応
じ
て
分
類
し
、
資
産
の
種

類
ご
と
に
一
律
の
リ
ス
ク
ウ
ェ
イ
ト
を
乗
じ
た
も
の
を
合
計
し
て
求
め
る
。
バ
ー
ゼ
ル
規
制
に
基
づ
く
自
己
資
本
比
率
は
、
分
子
を
自
己
資
本
、
分

母
を
リ
ス
ク
加
重
資
産
と
し
て
算
定
す
る
。

（
２７
）
最
終
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
バ
ー
ク
レ
イ
ズ
、
Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
、
ロ
イ
ヤ
ル
・
バ
ン
ク
・
オ
ブ
・
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
（
Ｒ
Ｂ
Ｓ
）、
ロ
イ
ズ
・
バ
ン
キ
ン

グ
・
グ
ル
ー
プ
、
ネ
イ
シ
ョ
ン
ワ
イ
ド
、
サ
ン
タ
ン
デ
ー
ル
Ｕ
Ｋ
と
い
っ
た
大
手
英
銀
の
リ
テ
ー
ル
銀
行
部
門
が
大
規
模
な
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
銀
行

の
対
象
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

（
２８
）
リ
ス
ク
加
重
資
産
が
対
英
国
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で
一
％
未
満
の
「
そ
の
他
全
て
の
銀
行
（
非
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
銀
行
）」に
対
し
て
は
、
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス

・
バ
ッ
フ
ァ
ー
の
積
上
げ
は
求
め
ら
れ
な
い
。

（
２９
）
破
綻
処
理
当
局
の
権
限
に
加
え
、最
終
報
告
書
は
預
金
保
険
対
象
預
金（
付
保
預
金
）を
他
の
無
担
保
債
権
に
優
先
さ
せ
る「
預
金
者
優
先（depositor

preference

）」の
導
入
を
併
せ
て
提
案
し
て
い
る
。
英
国
で
は
預
金
保
険
対
象
預
金
と
他
の
債
権
の
弁
済
順
位
は
同
じ
だ
が
、
付
与
預
金
に
は
銀
行
に
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市
場
規
律
を
働
か
せ
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
他
の
無
担
保
債
権
者
と
同
じ
割
合
で
損
失
負
担
が
求
め
ら
れ
る
。
一
方
、
無

担
保
債
権
者
の
多
く
は
、
銀
行
が
リ
ス
ク
を
と
る
よ
う
に
な
れ
ば
よ
り
高
い
リ
タ
ー
ン
を
要
求
し
て
市
場
規
律
を
働
か
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
従
っ

て
、
預
金
者
優
先
の
導
入
に
よ
り
、
現
在
は
預
金
保
険
制
度
が
負
っ
て
い
る
付
保
預
金
の
リ
ス
ク
を
、
市
場
規
律
を
働
か
せ
る
こ
と
が
で
き
る
債
権

者
に
シ
フ
ト
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
預
金
者
優
先
は
、
そ
の
他
の
債
務
保
有
者
が
銀
行
に
よ
り
厳
格
な
市
場
規
律
を
与
え
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。

（
３０
）
二
〇
一
一
年
一
二
月
一
九
日
英
財
務
省
リ
リ
ー
ス

http://w
w
w
.hm
-treasury.gov.uk/press_145_11.htm

（
３１
）
大
手
行
で
あ
り
な
が
ら
、
リ
テ
ー
ル
関
連
業
務
が
中
心
の
ロ
イ
ズ
・
バ
ン
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
は
、
グ
ル
ー
プ
の
ほ
ぼ
全
体
が
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス

内
に
収
ま
る
と
し
て
お
り
、
他
の
大
手
行
に
比
べ
、
組
織
変
更
や
資
金
調
達
に
伴
う
コ
ス
ト
、
信
用
格
付
け
の
面
で
優
位
に
あ
る
と
し
て
い
る
。

“L
loyds

B
anking

G
roup

plc
O
utcom

e
of
Strategic

R
eview

”,
Jun.30,

2011
http://w

w
w
.lloydsbankinggroup.com

/m
edia/pdfs/investors/2011

/2011_Jun30_L
B
G
_Strategic_R

eview
_O
utcom

e.pdf

（
３２
）

“D
iam
onds

Prom
otion

Show
s
U
.K
.
B
anks

M
ay
E
scape

Forced
B
reakup”

(B
loom

berg
N
ew
s,
Sep.7,

2010)

（
３３
）

H
.M
.T
reasury,

D
epartm

ent
for
B
usiness,

Innovation
and
Skills

〔2011

〕“T
he
G
overnm

ent
response

to
the
Independent

C
om
m
ission

on

B
anking”,

D
ec.2011

http://cdn.hm
-treasury.gov.uk/govt_response_to_IC

B
_191211.pdf

（
３４
）

H
.M
.T
reasury,

D
epartm

ent
for
B
usiness,

Innovation
and
Skills

〔2011

〕“B
anking

R
eform

:
delivering

stability
and
supporting

a
sustainable

econom
y”,
Jun,
2012

http://w
w
w
.hm
-treasury.gov.uk/d/w

hitepaper_banking_reform
_140512.pdf

（
３５
）

http://w
w
w
.hm
-treasury.gov.uk/d/IC

B
_banking_reform

_bill.pdf

（
３６
）

http://w
w
w
.publications.parliam

ent.uk/pa/jt201213/jtselect/jtpcbs/98/98.pdf

（
３７
）
キ
ャ
メ
ロ
ン
政
権
の
掲
げ
た
金
融
改
革
案
の
う
ち
、
冒
頭
に
紹
介
し
た
「
ト
ラ
パ
タ
イ
ト
・
シ
ス
テ
ム
」
を
修
正
す
べ
く
金
融
監
督
体
制
の
改
編

に
つ
い
て
は
、二
〇
一
二
年
六
月
一
六
日
に
関
連
す
る
金
融
サ
ー
ビ
ス
法
案
が
ホ
ワ
イ
ト
ペ
ー
パ
ー
に
付
さ
れ
る
形
で
公
表
さ
れ
、同
年
一
二
月
一
九

日
に
（
英
国
王
の
勅
許
を
得
て
）
議
会
で
成
立
し
て
い
る
。
同
法
の
施
行
日
は
、
二
〇
一
三
年
四
月
一
日
で
あ
る
。

（
３８
）
Ｅ
Ｕ
の
ミ
シ
ェ
ル
・
バ
ル
ニ
エ
域
内
市
場
・
サ
ー
ビ
ス
担
当
委
員
の
発
案
に
よ
り
、
二
〇
一
二
年
二
月
に
設
置
。

（
３９
）

H
igh-level

E
xpert

G
roup

on
R
eform

ing
the
Structure

of
the
E
U
B
anking

Sector.

〔2012

〕“Final
R
eport”,

O
ct.2,

2012
http://ec.europa.

eu/internal_m
arket/bank/docs/high-level_expert_group/report_en.pdf

（
４０
）

“D
eutsche

B
ank
Said

to
B
e
A
sked

by
B
aFin

to
Sim
ulate

Split”
(B
loom

berg
N
ew
s,
Jan.
22,
2013)

（
４１
）
因
み
に
、
規
制
目
的
は
異
な
る
も
の
の
、
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
の
ア
イ
デ
ア
は
米
国
で
も
取
り
入
れ
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
二
〇
一
二
年
一
二
月
一
四
日
、
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米
連
邦
準
備
制
度
理
事
会
（
Ｆ
Ｒ
Ｂ
）
は
、
大
規
模
な
米
国
拠
点
を
持
つ
外
国
銀
行
に
対
し
、
グ
ル
ー
プ
持
株
会
社
の
傘
下
に
全
て
の
銀
行
・
ノ
ン

バ
ン
ク
米
子
会
社
を
統
括
す
る
中
間
持
株
会
社
を
設
立
し
、
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
の
規
定
よ
り
も
厳
格
な
自
己
資
本
及
び
流
動
性
基
準
を
求
め
る

提
案
を
行
っ
て
い
る
。http://w

w
w
.federalreserve.gov/new

sevents/press/bcreg/20121214a.htm

Ｆ
Ｒ
Ｂ
提
案
の
評
価
と
影
響
を
扱
っ
た
資
料
と

し
て
は
、D

avisPolk
.〔2012

〕“G
overnor

Tarullo
Foreshadow

s
Proposal

to
R
ing-Fence

L
arge

U
.S.
O
perations

of
Foreign

B
anks”,

C
lient

M
em
orandum

,
D
ec.2,

2012

（
４２
）

“B
arclays

M
arathon

M
an
C
E
O
E
verything

T
hat
B
ob
D
iam
ond
W
as
N
ot”
(B
loom

berg
N
ew
s,A
ug.31,

2012)


